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《
島
根
県
出
雲
市
》

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
出
雲
国
を
治
め
て
い
た
大

国
主
大
神
の
国
譲
り
と
引
き
換
え
に
建
て
ら
れ
た
壮
大
な
神
殿

が
、
出
雲
大
社
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
か
ら

始
ま
っ
た
六
十
年
ぶ
り
の
大
遷
宮
で
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え
な

ど
の
修
理
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　そ
の
様
式
は
大
社
造
と
呼
ば
れ
、
伊
勢
神
宮
に
代
表
さ
れ
る

神
明
造
や
住
吉
大
社
に
代
表
さ
れ
る
住
吉
造
と
と
も
に
神
社
建

築
様
式
の
源
流
と
さ
れ
る
。
奥
行
き
よ
り
も
幅
が
大
き
く
、
直

線
的
な
外
観
を
持
つ
神
明
造
に
対
し
、
大
社
造
は
九
本
の
柱
が

立
つ
田
の
字
形
の
平
面
で
、
屋
根
は
優
美
な
曲
線
を
持
つ
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

　現
本
殿
は
一
七
四
四
（
延
享
元
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

屋
根
は
山
形
の
形
状
を
し
た
切
妻
造
、
棟
と
直
角
の
面
に
入
り
口

を
持
つ
妻
入
り
で
、
田
の
字
形
の
平
面
の
中
央
に
は
直
径
一
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
心
御
柱
が
立
つ
。
ま
た
、
檜
皮
葺
き
の
屋
根
は
、

長
さ
百
二
十
一
セ
ン
チ
の
皮
を
九
ミ
リ
ず
つ
ず
ら
し
て
葺
く
た
め

重
な
る
部
分
が
多
く
、
二
十
セ
ン
チ
も
の
厚
さ
に
な
っ
て
い
る
。

　広
さ
、
床
の
高
さ
、
部
材
の
太
さ
な
ど
の
点
か
ら
、
神
社
建

築
と
し
て
は
わ
が
国
最
大
級
の
規
模
で
あ
る
が
、
史
料
や
伝
承
に

よ
れ
ば
、古
代
は
さ
ら
に
高
大
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。一
九
五
二（
昭

和
二
十
七
）
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

出
雲
大
社
本
殿

国
宝
の
旅
24

屋根に千木（ちぎ）と鰹木（かつおぎ）を持つ本殿
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

　
日
本
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
は
、
こ
れ

ま
で
は
コ
ス
ト
や
人
員
の
削
減
な
ど
生
産
性

向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
く
、
ア
メ
リ

カ
企
業
の
よ
う
に
売
り
上
げ
や
顧
客
の
増

加
、
企
業
戦
略
の
立
て
直
し
な
ど
に
使
う
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、現
在
は
経
営
の
視
点
か
ら
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
活
用
を

進
め
る
企
業
が
増
え
、
Ｉ
Ｔ
専
門
の
部
署
を

設
け
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営
業
、
研
究
開

発
な
ど
に
導
入
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
技
術
の
進
化
と
と
も
に
、

経
営
者
が
デ
ー
タ
を
経
営
資
源
と
捉
え
る
よ

う
に
な
り
、
マ
イ
ン
ド
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
ご
ろ
か
ら

注
目
さ
れ
て
き
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、
セ
ン

サ
ー
の
小
型
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
よ
っ
て

I
o
T
が
進
展
し
、
デ
ー
タ
取
得
量
が
莫
大

に
な
っ
た
。
モ
ノ
づ
く
り
で
あ
れ
ば
、
製
品
・

部
品
・
材
料
な
ど
の
モ
ノ
の
設
計
や
開
発
、

生
産
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
で
デ
ー
タ
収
集
と
蓄
積
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
特
定
分
野
の
専
門
家

の
よ
う
な
判
断
が
可
能
と
な
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
が
注

目
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
の
第
二
次
ブ
ー
ム

で
は
、
主
に
I
T
関
連
部
門
の
人
し
か
興
味

を
示
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
第
三
次
ブ
ー
ム

と
い
わ
れ
る
今
は
、
経
営
者
の
関
心
が
非
常

に
高
い
。
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
た
一
因
が
、

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
層
学
習
）技
術
だ
。

デ
ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
か
ら
傾
向
を
学
習

し
、
判
断
や
予
測
を
行
う
た
め
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
を
使
う
「
機
械
学
習
」
の
手
法
で
あ
る
。

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
支
え
る
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
非
常
に
高
い
計
算
処

理
能
力
を
要
す
る
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
が
、

高
速
処
理
を
実
現
す
る「
Ｇ
Ｐ
Ｕ
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
実
現
可

能
と
な
っ
た
。
現
在
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
活
用
し
て
訓
練
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
画

像
認
識
性
能
が
、
人
間
の
能
力
を
超
え
る
ま

で
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
電
子
マ
ネ
ー
決
済
シ
ス
テ
ム

「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」の
基
幹
技
術
で
あ
る
、デ
ー

タ
群
を
時
系
列
で
チ
ェ
ー
ン
の
よ
う
に
つ
な

げ
て
取
り
扱
う
技
術
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
技
術
も
出
て
き
て

い
る
。

　
経
営
者
が
関
心
を
持
ち
、
投
資
を
す
れ
ば
、

技
術
は
さ
ら
に
発
展
す
る
。
波
に
乗
れ
な
け

れ
ば
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
識

も
強
い
。
全
て
の
業
種
の
経
営
者
が
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
が
主

導
す
る
I
T
を
駆
使
し
た
製
造
業
の
革
新

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
四
・
〇
」
な
ど
を
意
識
し

て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
点
と

い
え
る
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
社
内
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
、
部
門
を
超
え

た
横
断
的
な
活
用
が
重
要
に
な
る
。

　
二
〇
一
五（
平
成
二
十
七
）年
に
実
施
し
た
、

モ
ノ
づ
く
り
企
業
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
の
が
、
従

業
員
二
十
人
以
下
の
企
業
で
は
五
十
％
、
二

十
一
人
以
上
三
百
人
以
下
で
は
六
十
九
％
、

三
百
一
人
以
上
で
は
八
十
一
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
全
社
的
に
活
用
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ぞ

れ
、
十
五
％
、
十
五
％
、
二
十
一
％
（
全
て

小
数
点
以
下
四
捨
五
入
）
で
あ
っ
た
。

　
デ
ー
タ
分
析
を
担
う
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
は
、
大
き

く
分
け
て
三
つ
あ
る
。

　
一
つ
目
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
操
作
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
徐
々
に
簡
単
に
な
っ
て
き
て
お
り
、ハ
ー

ド
ル
は
昔
ほ
ど
高
く
な
い
。

　
二
つ
目
は
、
回
帰
分
析
な
ど
の
統
計
能
力

や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
デ
ー
タ
処
理
能
力
で
あ
る
。

　
三
つ
目
は
、
現
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
理
解

で
あ
る
。

　
特
に
大
切
な
の
は
二
つ
目
と
三
つ
目
で
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
は
目
的
意
識
を
持
つ
こ

と
で
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
変
わ
る
。
統
計

や
デ
ー
タ
処
理
能
力
は
、
外
部
研
修
に
よ
っ

て
高
め
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
現
場
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
知
識
は
企
業
ご
と
に
そ
の
内

容
が
異
な
る
た
め
Ｏ
Ｊ
Ｔ（
日
常
業
務
に
よ
る

従
業
員
教
育
）
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
両
者
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
企
業
に
は
デ
ー
タ
分
析
を
ベ
ー
ス
に

業
務
を
進
め
る
た
め
の
組
織
的
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
企
業
内
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
「
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ

ブ
」
で
あ
る
。
圧
縮
比
を
大
幅
に
上
げ
る
こ

と
で
燃
費
向
上
を
実
現
し
た
こ
の
エ
ン
ジ
ン

で
は
、
量
産
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
部
品
や

素
材
、
製
造
条
件
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集

し
、開
発
に
活
用
し
て
い
る
。新
製
品
の
設
計
・

開
発
は
、
生
産
コ
ス
ト
や
歩
留
ま
り
な
ど
、

生
産
部
門
の
製
造
要
件
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

一
方
で
、
設
計
・
開
発
部
門
か
ら
は
、
生
産

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
設
計
要
求
、
公
差
（
図

面
の
寸
法
に
対
し
て
許
さ
れ
る
誤
差
）
に
関

す
る
情
報
が
提
示
さ
れ
る
。
物
理
的
な
加
工

作
業
に
お
い
て
は
誤
差
が
必
ず
発
生
す
る

が
、
誤
差
を
許
容
範
囲
内
に
抑
え
な
い
と
十

分
な
製
品
機
能
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
両
部
門
が
垣
根
を
越

え
て
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
、
品
質
の
ば
ら
つ
き

の
少
な
い
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
量
産
品
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
完

成
品
ご
と
に
そ
れ
ら
が
製
造
さ
れ
た
状
況
を

デ
ー
タ
化
し
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
追

跡
可
能
性
）
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
製
品
に

不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
の
問
題
点
を
一
品

ご
と
に
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
顧
客
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
の
が

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
す
る
Ｇ
Ｅ
社
で

あ
る
。
同
社
で
は
、
航
空
会
社
な
ど
の
顧
客

企
業
に
お
け
る
機
器
の
稼
働
状
況
や
燃
料
消

費
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
高
い
運
用
方
法
の
提
供
を
行
う
こ
と

で
、
競
合
他
社
と
差
を
つ
け
た
。

　
一
方
、
産
業
や
社
会
全
体
に
目
を
向
け
れ

ば
、
企
業
が
外
部
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
、
革
新
的
で
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
型
の
デ
ー
タ
共
有
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
調
剤
薬
局

チ
ェ
ー
ン
大
手
日
本
調
剤
株
式
会
社
と
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
日
本
医
薬
総
合
研
究
所
で
あ

る
。
日
本
調
剤
は
五
百
十
二
店
舗
の
薬
局
か

ら
処
方
箋
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
デ
ー
タ
の
匿

名
化
を
行
う
。
そ
し
て
日
本
医
薬
総
合
研

究
所
が
、
非
個
人
情
報
と
な
っ
た
処
方
箋

デ
ー
タ
と
デ
ー
タ
分
析
・
評
価
サ
ー
ビ
ス
を
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
含
む
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
や

大
学
な
ど
に
販
売
・
提
供
し
て
い
る
。
日
本

調
剤
グ
ル
ー
プ
に
は
、
百
％
子
会
社
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
存
在
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
競
合
他
社
で
あ
る
外
部
の

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
も
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

い
る
形
だ
。

　
外
部
の
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
無
制
限
で

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
一
見
グ
ル
ー

プ
全
体
の
利
益
に
反
す
る
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
日
本
調
剤
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
市
場
拡
大
が
優
先
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
競

争
優
位
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
他
に
も
あ

り
、
処
方
箋
デ
ー
タ
だ
け
で
は
優
位
性
を
獲

得
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
背
景
も
あ
る
。

　
こ
の
処
方
箋
デ
ー
タ
を
医
薬
品
メ
ー
カ
ー

で
は
同
じ
分
野
の
先
行
薬
の
状
況
把
握
が
重

要
と
な
る
新
薬
開
発
に
活
用
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
糖
尿
病
薬
の
開
発
で
重
要
な
の
は
新

規
患
者
数
や
ア
ド
オ
ン
（
上
乗
せ
）
の
デ
ー

タ
で
あ
る
。
糖
尿
病
治
療
を
受
け
て
い
る
患

者
数
の
年
齢
動
向
か
ら
、
若
年
糖
尿
病
の
患

者
数
の
増
加
を
見
い
だ
し
て
糖
尿
病
新
薬
の

需
要
増
加
を
予
測
す
る
事
例
も
あ
る
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
も
、
需

要
動
向
の
把
握
だ
け
で
な
く
、
開
発
段
階
で

処
方
箋
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
。
主
な
活

用
事
例
の
一
つ
が
、
先
発
品
に
は
な
い
新
し

い
服
用
方
法
の
開
発
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

服
用
方
法
が
特
定
の
患
者
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
望
ま
し
い
か
を
、
カ
プ
セ
ル
、
錠
剤
、
粉

末
な
ど
の
剤
形
や
、
シ
ロ
ッ
プ
の
味
付
け
ご

と
に
処
方
箋
デ
ー
タ
か
ら
需
要
を
分
析
し
て

い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
化
の
判
断
は
、
デ
ー
タ
の
外
部

利
用
を
許
諾
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
比
較
し
た
上
で
行
う
こ
と
に
な
る

が
、〝
自
前
主
義
〞
の
文
化
が
根
強
い
日
本
企

業
で
は
こ
れ
ま
で
オ
ー
プ
ン
化
に
積
極
的
で

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活

用
が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
外
部
利
用
が
進

む
こ
と
で
、
活
用
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て

デ
ー
タ
価
値
が
高
ま
る
た

め
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ー

タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
利
用

技
術
の
標
準
化
の
際
の
デ

フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
市
場
の
実
勢
に
よ
る
事
実

上
の
基
準
）
を
と
る
た
め

の
競
争
の
面
で
も
意
味
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
広
い
視
点
か
ら

捉
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
は
、

従
来
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

企
業
が
得
意
と
し
て
き
た
、

良
い
モ
ノ
を
作
っ
て
売
る

と
い
う
モ
ノ
中
心
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
変
わ
っ
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
た
め
だ
。

　
例
え
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
配
車
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
革
新
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
世
界
的

企
業
に
な
っ
た
ウ
ー
バ
ー

は
、
車
を
「
買
う
」
時
代

か
ら
「
使
う
」
時
代
へ
変

化
さ
せ
た
。
デ
ー
タ
を
基

に
、
駐
車
場
に
置
か
れ
た
車
の
稼
働
率
を
高

め
て
い
け
ば
、
車
の
絶
対
数
は
減
っ
て
く
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
良
い
車

を
造
っ
て
売
る
だ
け
で
な
く
、
最
終
的
な
目

的
で
あ
る
「
移
動
」
を
考
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
出
て
く
る
だ

ろ
う
。
車
だ
け
で
な
く
、
電
車
な
ど
他
の
移

送
手
段
も
関
係
し
て
く
る
「
移
動
」
と
い
う

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
に
は
、
広
い
視
野

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
手
を

組
む
必
要
が
あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
に

と
っ
て
は
難
易
度
の
高
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
企
業
間
連
携
と
い
う
点
か

ら
い
え
ば
、
日
本
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
で
の
協
働
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
土
壌
を
生
か
し
て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
け
ば
、
日
本
の
競
争
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
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日
本
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
は
、
こ
れ

ま
で
は
コ
ス
ト
や
人
員
の
削
減
な
ど
生
産
性

向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
く
、
ア
メ
リ

カ
企
業
の
よ
う
に
売
り
上
げ
や
顧
客
の
増

加
、
企
業
戦
略
の
立
て
直
し
な
ど
に
使
う
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、現
在
は
経
営
の
視
点
か
ら
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
活
用
を

進
め
る
企
業
が
増
え
、
Ｉ
Ｔ
専
門
の
部
署
を

設
け
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営
業
、
研
究
開

発
な
ど
に
導
入
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
技
術
の
進
化
と
と
も
に
、

経
営
者
が
デ
ー
タ
を
経
営
資
源
と
捉
え
る
よ

う
に
な
り
、
マ
イ
ン
ド
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
ご
ろ
か
ら

注
目
さ
れ
て
き
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、
セ
ン

サ
ー
の
小
型
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
よ
っ
て

I
o
T
が
進
展
し
、
デ
ー
タ
取
得
量
が
莫
大

に
な
っ
た
。
モ
ノ
づ
く
り
で
あ
れ
ば
、
製
品
・

部
品
・
材
料
な
ど
の
モ
ノ
の
設
計
や
開
発
、

生
産
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
で
デ
ー
タ
収
集
と
蓄
積
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
特
定
分
野
の
専
門
家

の
よ
う
な
判
断
が
可
能
と
な
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
が
注

目
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
の
第
二
次
ブ
ー
ム

で
は
、
主
に
I
T
関
連
部
門
の
人
し
か
興
味

を
示
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
第
三
次
ブ
ー
ム

と
い
わ
れ
る
今
は
、
経
営
者
の
関
心
が
非
常

に
高
い
。
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
た
一
因
が
、

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
層
学
習
）技
術
だ
。

デ
ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
か
ら
傾
向
を
学
習

し
、
判
断
や
予
測
を
行
う
た
め
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
を
使
う
「
機
械
学
習
」
の
手
法
で
あ
る
。

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
支
え
る
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
非
常
に
高
い
計
算
処

理
能
力
を
要
す
る
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
が
、

高
速
処
理
を
実
現
す
る「
Ｇ
Ｐ
Ｕ
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
実
現
可

能
と
な
っ
た
。
現
在
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
活
用
し
て
訓
練
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
画

像
認
識
性
能
が
、
人
間
の
能
力
を
超
え
る
ま

で
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
電
子
マ
ネ
ー
決
済
シ
ス
テ
ム

「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」の
基
幹
技
術
で
あ
る
、デ
ー

タ
群
を
時
系
列
で
チ
ェ
ー
ン
の
よ
う
に
つ
な

げ
て
取
り
扱
う
技
術
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
技
術
も
出
て
き
て

い
る
。

　
経
営
者
が
関
心
を
持
ち
、
投
資
を
す
れ
ば
、

技
術
は
さ
ら
に
発
展
す
る
。
波
に
乗
れ
な
け

れ
ば
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
識

も
強
い
。
全
て
の
業
種
の
経
営
者
が
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
が
主

導
す
る
I
T
を
駆
使
し
た
製
造
業
の
革
新

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
四
・
〇
」
な
ど
を
意
識
し

て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
点
と

い
え
る
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
社
内
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
、
部
門
を
超
え

た
横
断
的
な
活
用
が
重
要
に
な
る
。

　
二
〇
一
五（
平
成
二
十
七
）年
に
実
施
し
た
、

モ
ノ
づ
く
り
企
業
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
の
が
、
従

業
員
二
十
人
以
下
の
企
業
で
は
五
十
％
、
二

十
一
人
以
上
三
百
人
以
下
で
は
六
十
九
％
、

三
百
一
人
以
上
で
は
八
十
一
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
全
社
的
に
活
用
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ぞ

れ
、
十
五
％
、
十
五
％
、
二
十
一
％
（
全
て

小
数
点
以
下
四
捨
五
入
）
で
あ
っ
た
。

　
デ
ー
タ
分
析
を
担
う
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
は
、
大
き

く
分
け
て
三
つ
あ
る
。

　
一
つ
目
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
操
作
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
徐
々
に
簡
単
に
な
っ
て
き
て
お
り
、ハ
ー

ド
ル
は
昔
ほ
ど
高
く
な
い
。

　
二
つ
目
は
、
回
帰
分
析
な
ど
の
統
計
能
力

や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
デ
ー
タ
処
理
能
力
で
あ
る
。

　
三
つ
目
は
、
現
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
理
解

で
あ
る
。

　
特
に
大
切
な
の
は
二
つ
目
と
三
つ
目
で
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
は
目
的
意
識
を
持
つ
こ

と
で
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
変
わ
る
。
統
計

や
デ
ー
タ
処
理
能
力
は
、
外
部
研
修
に
よ
っ

て
高
め
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
現
場
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
知
識
は
企
業
ご
と
に
そ
の
内

容
が
異
な
る
た
め
Ｏ
Ｊ
Ｔ（
日
常
業
務
に
よ
る

従
業
員
教
育
）
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
両
者
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
企
業
に
は
デ
ー
タ
分
析
を
ベ
ー
ス
に

業
務
を
進
め
る
た
め
の
組
織
的
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
企
業
内
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
「
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ

ブ
」
で
あ
る
。
圧
縮
比
を
大
幅
に
上
げ
る
こ

と
で
燃
費
向
上
を
実
現
し
た
こ
の
エ
ン
ジ
ン

で
は
、
量
産
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
部
品
や

素
材
、
製
造
条
件
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集

し
、開
発
に
活
用
し
て
い
る
。新
製
品
の
設
計
・

開
発
は
、
生
産
コ
ス
ト
や
歩
留
ま
り
な
ど
、

生
産
部
門
の
製
造
要
件
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

一
方
で
、
設
計
・
開
発
部
門
か
ら
は
、
生
産

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
設
計
要
求
、
公
差
（
図

面
の
寸
法
に
対
し
て
許
さ
れ
る
誤
差
）
に
関

す
る
情
報
が
提
示
さ
れ
る
。
物
理
的
な
加
工

作
業
に
お
い
て
は
誤
差
が
必
ず
発
生
す
る

が
、
誤
差
を
許
容
範
囲
内
に
抑
え
な
い
と
十

分
な
製
品
機
能
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
両
部
門
が
垣
根
を
越

え
て
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
、
品
質
の
ば
ら
つ
き

の
少
な
い
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
量
産
品
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
完

成
品
ご
と
に
そ
れ
ら
が
製
造
さ
れ
た
状
況
を

デ
ー
タ
化
し
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
追

跡
可
能
性
）
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
製
品
に

不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
の
問
題
点
を
一
品

ご
と
に
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
顧
客
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
の
が

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
す
る
Ｇ
Ｅ
社
で

あ
る
。
同
社
で
は
、
航
空
会
社
な
ど
の
顧
客

企
業
に
お
け
る
機
器
の
稼
働
状
況
や
燃
料
消

費
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
高
い
運
用
方
法
の
提
供
を
行
う
こ
と

で
、
競
合
他
社
と
差
を
つ
け
た
。

　
一
方
、
産
業
や
社
会
全
体
に
目
を
向
け
れ

ば
、
企
業
が
外
部
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
、
革
新
的
で
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
型
の
デ
ー
タ
共
有
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
調
剤
薬
局

チ
ェ
ー
ン
大
手
日
本
調
剤
株
式
会
社
と
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
日
本
医
薬
総
合
研
究
所
で
あ

る
。
日
本
調
剤
は
五
百
十
二
店
舗
の
薬
局
か

ら
処
方
箋
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
デ
ー
タ
の
匿

名
化
を
行
う
。
そ
し
て
日
本
医
薬
総
合
研

究
所
が
、
非
個
人
情
報
と
な
っ
た
処
方
箋

デ
ー
タ
と
デ
ー
タ
分
析
・
評
価
サ
ー
ビ
ス
を
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
含
む
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
や

大
学
な
ど
に
販
売
・
提
供
し
て
い
る
。
日
本

調
剤
グ
ル
ー
プ
に
は
、
百
％
子
会
社
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
存
在
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
競
合
他
社
で
あ
る
外
部
の

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
も
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

い
る
形
だ
。

　
外
部
の
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
無
制
限
で

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
一
見
グ
ル
ー

プ
全
体
の
利
益
に
反
す
る
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
日
本
調
剤
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
市
場
拡
大
が
優
先
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
競

争
優
位
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
他
に
も
あ

り
、
処
方
箋
デ
ー
タ
だ
け
で
は
優
位
性
を
獲

得
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
背
景
も
あ
る
。

　
こ
の
処
方
箋
デ
ー
タ
を
医
薬
品
メ
ー
カ
ー

で
は
同
じ
分
野
の
先
行
薬
の
状
況
把
握
が
重

要
と
な
る
新
薬
開
発
に
活
用
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
糖
尿
病
薬
の
開
発
で
重
要
な
の
は
新

規
患
者
数
や
ア
ド
オ
ン
（
上
乗
せ
）
の
デ
ー

タ
で
あ
る
。
糖
尿
病
治
療
を
受
け
て
い
る
患

者
数
の
年
齢
動
向
か
ら
、
若
年
糖
尿
病
の
患

者
数
の
増
加
を
見
い
だ
し
て
糖
尿
病
新
薬
の

需
要
増
加
を
予
測
す
る
事
例
も
あ
る
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
も
、
需

要
動
向
の
把
握
だ
け
で
な
く
、
開
発
段
階
で

処
方
箋
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
。
主
な
活

用
事
例
の
一
つ
が
、
先
発
品
に
は
な
い
新
し

い
服
用
方
法
の
開
発
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

服
用
方
法
が
特
定
の
患
者
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
望
ま
し
い
か
を
、
カ
プ
セ
ル
、
錠
剤
、
粉

末
な
ど
の
剤
形
や
、
シ
ロ
ッ
プ
の
味
付
け
ご

と
に
処
方
箋
デ
ー
タ
か
ら
需
要
を
分
析
し
て

い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
化
の
判
断
は
、
デ
ー
タ
の
外
部

利
用
を
許
諾
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
比
較
し
た
上
で
行
う
こ
と
に
な
る

が
、〝
自
前
主
義
〞
の
文
化
が
根
強
い
日
本
企

業
で
は
こ
れ
ま
で
オ
ー
プ
ン
化
に
積
極
的
で

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活

用
が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
外
部
利
用
が
進

む
こ
と
で
、
活
用
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て

デ
ー
タ
価
値
が
高
ま
る
た

め
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ー

タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
利
用

技
術
の
標
準
化
の
際
の
デ

フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
市
場
の
実
勢
に
よ
る
事
実

上
の
基
準
）
を
と
る
た
め

の
競
争
の
面
で
も
意
味
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
広
い
視
点
か
ら

捉
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
は
、

従
来
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

企
業
が
得
意
と
し
て
き
た
、

良
い
モ
ノ
を
作
っ
て
売
る

と
い
う
モ
ノ
中
心
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
変
わ
っ
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
た
め
だ
。

　
例
え
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
配
車
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
革
新
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
世
界
的

企
業
に
な
っ
た
ウ
ー
バ
ー

は
、
車
を
「
買
う
」
時
代

か
ら
「
使
う
」
時
代
へ
変

化
さ
せ
た
。
デ
ー
タ
を
基

に
、
駐
車
場
に
置
か
れ
た
車
の
稼
働
率
を
高

め
て
い
け
ば
、
車
の
絶
対
数
は
減
っ
て
く
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
良
い
車

を
造
っ
て
売
る
だ
け
で
な
く
、
最
終
的
な
目

的
で
あ
る
「
移
動
」
を
考
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
出
て
く
る
だ

ろ
う
。
車
だ
け
で
な
く
、
電
車
な
ど
他
の
移

送
手
段
も
関
係
し
て
く
る
「
移
動
」
と
い
う

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
に
は
、
広
い
視
野

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
手
を

組
む
必
要
が
あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
に

と
っ
て
は
難
易
度
の
高
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
企
業
間
連
携
と
い
う
点
か

ら
い
え
ば
、
日
本
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
で
の
協
働
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
土
壌
を
生
か
し
て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
け
ば
、
日
本
の
競
争
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

元橋 一之〈もとはし・かずゆき〉
p r o f i l e

1986年に東京大学工学系研究科修士課程を修了
し、通商産業省（現・経済産業省）入省。OECD科
学技術産業局エコノミストなどを経て、2002年から一
橋大学イノベーションセンター助教授、2004年から
東京大学先端科学技術研究センター助教授。2006
年から東京大学工学系研究科教授に就任、現在に
至る。主な著書に『グローバルビジネス戦略』（白桃書
房）、『ITイノベーションの実証分析』（東洋経済新報
社）、『日はまた高く　産業競争力の再生』（日本経済
新聞出版社）、『日本経済競争力の構想』（日本経済
新聞社）など。

■人工知能技術の進展により各分野にもたらされる効果

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構　次世代人工知能技術社会実装ビジョン作成検討会資料「次世代人工知能技術社会実装ビジョン」（平成28年4月21日）より作成

静止画像・動画像からの一般物体認識が人間レベルに到達 知識とセンサー情報に
基づき異常を判断

医療画像から異常を
認識、手術動画を認識

無人レジ

3次元情報からの環境認識が人間レベルに到達 道路上の障害物等を認
識、車両同士で情報共有 

人間の表情、感情の認識が人間レベルに到達
ディープラーニング（DL）と強化学習の融合が進化し、人間が設定した報
酬体系の下、高度なゲームなどのタスクの遂行（プランニング）が人間レベ
ルに到達

ティーチングボックスな
どでのプログラム作業
量が減少

特定の環境での制御
規則を学習によりあら
かじめ取得

制御技術を学習する
手術支援ロボット

デバンニング・パレタイ
ジング・バンニングロボッ
トによる物品搬出

運動に関するプリミティブ、構造（オントロジー）を自動生成する技術の確立 個々のプリミティブから
一連の動作を生成

DL＋強化学習の進化により、剛体物マニピュレーション制御のほか、柔軟
物マニピュレーション制御を学習 機械で扱えるものが拡大

自律移動しながら3Dマップを生成し、周辺環境を構造化 3次元地図情報と交通（事故）情
報を照らし合わせて危険を予測 ロボットによる物品搬出

不整地など非構造化環境におけるロコモーション技術が確立

画像とテキストを相互変換する原始的シンボルグラウンディング技術の確立 知識とセンサー情報に
基づき異常を判断

3次元地図情報と交通（事故）情
報を照らし合わせて危険を予測

定型パターンに基づく
診察支援エンジン

特定ドメインにおいて、会話が成立するための発話計画を自動で生成
センサーからの大量データの取得・活用が進む（IoT） 
認知発達モデル、脳の情報処理の研究が加速 
ワンショット3D計測やハイパースペクトルカメラなどのセンサー
省電力高性能小型プロセッサー
触覚センサーなどセンサー類の高度化
高度マニピュレータ 手術支援ロボ

認識能力関係

運動能力関係

言語・意味理解

数値データの処理、人間や
システムのモデル化

計算機システム等の必要な
ハードウェア

人工知能及びその関連技術の進展（現在～2020年） ものづくり 移動・交通 医療・健康、介護

もたらされる効果

流通・小売物流

■規模別データ活用度

出所：「モノづくりにおけるビッグデータ活用とイノベーションに関する実態調査」
　　（独立行政法人経済産業研究所、2015年11月）

従業員数
20人以下の
企業

従業員数
21人以上
300人以下の
企業

従業員数
301人以上の
企業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全社活用 部門活用 活用なし

5 －碧い風 Vol 89／2017.3－ 4－碧い風 Vol 89／2017.3－



　
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
わ
が
国

の
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
の
医
療

費
は
概
算
で
四
十
一
・
五
兆
円
と
、
十
三
年

連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
毎
年
一
兆

円
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
る
医
療
費
を
背
景
に
、

厚
生
労
働
省
は
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
」
を
推
進
し
て
お
り
、
二
〇
一
五

年
度
か
ら
全
て
の
保
険
者
（
自
治
体
や
健
康

保
険
組
合
な
ど
）
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の

策
定
、
実
施
を
義
務
付
け
た
。
さ
ら
に
国
の

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
6
」（
骨
太
の
方
針
）
で
も
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
の
強
化
な
ど
が
改
革
の
取
り
組
み
と

し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
と
は
、
保
険
者
が
レ
セ
プ

ト（
医
療
機
関
が
保
険
者
に
請
求
す
る
診
療
・

調
剤
報
酬
明
細
書
）
や
健
診
情
報
な
ど
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に

沿
っ
て
実
施
す
る
効
率
的
・
効
果
的
な
保
健

事
業
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
は
、
デ
ー
タ

を
活
用
し
成
果
を
挙
げ
た
広
島
県
呉
市
の
保

健
事
業
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
呉
市
の
保
健
事
業
を
I
T
の
面
か
ら
支

援
し
た
の
が
株
式
会
社
デ
ー
タ
ホ
ラ
イ
ゾ
ン

で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
開
発
を

主
軸
に
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
に
創

業
し
た
同
社
が
、
医
療
分
野
に
参
入
し
た
の

は
二
十
数
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

「
す
で
に
医
療
費
は
年
率
二
〜
三
％
で
増
加

が
続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
保
険

制
度
が
崩
壊
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
中
、
こ

れ
か
ら
は
I
T
技
術
を
活
用
し
た
健
康
増
進

管
理
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」
と
内
海
良

夫
社
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
始
め
た
の
が
レ
セ
プ
ト
の
分
析
で

あ
っ
た
。
当
時
ま
だ
紙
が
主
流
で
あ
っ
た
レ

セ
プ
ト
に
は
患
者
ご
と
の
傷
病
名
・
診
療
行

為
・
医
薬
品
な
ど
の
多
く
の
医
療
情
報
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
レ
セ
プ
ト
を
分
析
す
る
こ

と
で
健
康
増
進
管
理
に
役
立
て
る
と
考
え
た

か
ら
だ
。
し
か
し
、
本
来
、
請
求
書
で
あ
る

レ
セ
プ
ト
を
健
康
増
進
管
理
に
活
用
で
き
る

デ
ー
タ
と
し
て
分
析
す
る
に
は
、 

①
傷
病
名

と
診
療
行
為
等
が
リ
ン
ク
付
け
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
傷
病
名
ご
と
の
医
療
費
が
把
握
で

き
な
い
、 
②
治
療
が
完
了
し
た
過
去
の
傷
病

名
が
残
る
た
め
現
在
治
療
中
の
傷
病
名
が
把

握
で
き
な
い
、 
③
傷
病
名
の
み
が
記
載
さ
れ

る
た
め
重
症
度
が
分
か
ら
な
い
、 

④
厚
生
労

働
省
マ
ス
タ
を
使
用
し
な
い
未
コ
ー
ド
化
傷

病
名
が
あ
る
、
と
い
う
四
つ
の
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
同
社
で
は
、
傷
病
名
ご

と
に
保
険
点
数
を
分
解
し
て
、
傷
病
名
ご
と

に
振
り
分
け
る
医
療
費
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
技
術

（
特
許
技
術
）
や
、
傷
病
名
の
ス
テ
ー
ジ
別

の
患
者
を
抽
出
・
階
層
化
す
る
傷
病
管
理
シ

ス
テ
ム
（
特
許
技
術
）
を
開
発
し
、
四
つ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
独
自
の
レ
セ
プ
ト

分
析
技
術
を
構
築
し
た
。

　
レ
セ
プ
ト
分
析
技
術
を
構
築
し
た
同
社

は
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
に
患
者
が

希
望
す
れ
ば
薬
剤
師
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
調
剤
で
き
る
代
替
調
剤
制
度
が
始
ま
っ

た
の
を
機
に
、
対
象
者
へ
現
在
投
与
さ
れ
て

い
る
先
発
医
薬
品
か
ら
効
果
・
効
能
が
同
等

で
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替

え
た
場
合
の
差
額
を
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
さ
ら
に
、
健
診
で
の
異
常
値
発
覚
後

に
診
断
・
治
療
を
受
け
て
い
る
か
を
確
認
し
、

未
受
診
者
に
対
し
て
受
診
を
促
す
サ
ー
ビ
ス

も
拡
大
さ
せ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
（
平
成

二
十
）
年
に
は
、
保
険
者
に
よ
る
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
患
者
へ
の
重

症
化
予
防
を
目
的
と

し
た
保
健
指
導
が
国

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
こ
れ
こ
そ
本
来
わ
れ

わ
れ
が
目
指
し
て
い

た
事
業
で
し
た
。
通

院
者
の
重
症
化
防
止

が
な
ぜ
重
要
か
と
い

う
と
、
専
門
医
の
数

が
非
常
に
少
な
い
こ

と
か
ら
適
切
な
治
療

を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
る
た
め
で
す
。

例
え
ば
糖
尿
病
だ
と
、

専
門
医
に
か
か
っ
て

い
る
の
は
患
者
の
二

割
と
い
わ
れ
、
そ
れ

ゆ
え
に
合
併
症
を
見

落
と
し
が
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。
レ
セ
プ

ト
の
分
析
か
ら
患
者

が
ど
の
ス
テ
ー
ジ
に
い
る
か
を
推
測
す
る
こ

と
で
、適
切
な
治
療
を
行
う
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

が
で
き
ま
す
」

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た

呉
市
は
、
二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）
年
の
国

勢
調
査
に
よ
る
と
、
人
口
十
五
万
人
以
上
で

最
も
高
齢
化
率
が
高
い
都
市
で
あ
り
、
大
規

模
病
院
が
多
い
た
め
、
医
療
費
は
全
国
平
均

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
。
同
社
は
二
〇
〇

八
年
度
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
通
知
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
、
呉
市
の

保
健
事
業
の
支
援
を
開
始
。
二
〇
一
〇
年
度

か
ら
は
呉
市
と
成
人
看
護
開
発
学
を
専
門
に

す
る
広
島
大
学
大
学
院
の
森
山
美
知
子
教
授

と
同
社
が
協
働
し
て
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防

事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
保
健
事
業
の

結
果
、
事
業
費
用
の
約
二
千
八
百
万
円
に
対

し
、
医
療
費
削
減
効
果
額
は
四
億
〜
五
億
円

と
大
き
な
成
果
を
挙
げ
、
平
成
二
十
六
年
度

の
国
保
加
入
者
一
人
当
た
り
年
間
医
療
費
の

伸
び
率
（
平
成
二
十
年
度
比
）
が
、
同
年
度

の
全
国
平
均
よ
り
も
五
％
以
上
低
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
呉
市
の
保
健
事
業
は

全
国
の
自
治
体
か
ら
注
目
さ
れ
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
は
国
の
政
策
と
し
て
全
国
の
自
治
体
へ

波
及
し
て
い
る
。
現
在
同
社
で
は
、
こ
の
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
の
自
治
体

等
へ
展
開
し
て
い
る
。

　
今
後
さ
ら
な
る
健
康
増
進
管
理
の
カ
ギ

と
な
る
の
は
、Ａ
Ｉ
技
術
だ
と
内
海
社
長
は

語
る
。

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
蓄
積
す
る
だ
け
で
は
価
値

が
な
い
。
医
療
分
野
に
限
ら
ず
、Ｉ
Ｔ
企
業

が
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
飛
躍
で
き
る
か
否
か
は
、

Ａ
Ｉ
技
術
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
現
在
、Ａ
Ｉ
技
術
を
基
に
解
決
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
が
、「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
患
者
が
多
く
の
医
薬
品

を
投
与
さ
れ
て
い
る
状
態
を
指
し
、
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
よ
っ
て
薬
物
有
害
事
象
な

ど
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近

年
世
界
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

「
レ
セ
プ
ト
に
は
あ
ら
ゆ
る
医
療
機
関
か
ら
処

方
さ
れ
た
医
薬
品
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
保
険
者
は
患
者
ご
と
の
服
薬
状
況
を

一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
デ
ー
タ
か
ら
Ａ
Ｉ
技
術
を
使
っ
て
、
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
よ
る
薬
物
有
害
事
象
な
ど

を
防
止
し
、
患
者
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）

を
高
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
が
全
国
で
展
開
さ
れ
る
中
、

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
医
療
分
野
の
Ｉ
Ｔ
化
を

進
め
て
き
た
同
社
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

内海良夫社長

◆株式会社データホライゾン：082（279）5550  URL http://www.dhorizon.co.jp

株
式
会
社
デ
ー
タ
ホ
ラ
イ
ゾ
ン  
《
広
島
市
》

医
療
費
増
加
を
背
景
に
、
国
が
推
進
す
る
「
デ
ー
タ
ヘル
ス
」
事
業
。
同
社
は
独

自
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
分
析
技
術
を
基
に
、
保
険
者
へデ
ー
タ
ヘル
ス
関
連
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
被
保
険
者
の
健
康
増
進
や
医
療
費
適
正
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

■国保加入者一人当たり年間医療費の伸び率推移（H20年度比）
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出所：呉市役所保険年金課ヒアリングによりデータホライゾン作成

平成26年度国民医療費：約40兆円
寄与度の大きい保健事業
呉市

（H20年度開始）
ジェネリック医薬品
使用促進通知
（H22年度開始）
糖尿病性
透析予防開始

広島県内自治体
（H21年度開始）
ジェネリック医薬品
使用促進通知
（H23年度開始）
糖尿病性
透析予防開始
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広島県

国
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■データホライゾン特許技術「医療費グルーピング」の実際例

レセプト例

①高血圧症（主）
②睡眠時無呼吸症候群
③アレルギー性鼻炎
④脂質異常症
⑤肥満症

アダラートCR錠20㎎ 
リピトール錠5㎎
オルメテック錠20㎎

調剤料（入院）
調剤基本料（入院）

終夜睡眠ポリグラフィー
（携帯用装置使用以外）
脳波検査判断料

一般病棟特別入院基本料
一般病棟入院期間加算（14日以内）
（特別入院基本料等）
3級地地域加算

4×10
7×10
28×10

7×2
42×1

3300×1
140×1

875×2
12×2

傷
病
名

摘  

要

【従来の集計方法】

合計 5,660点

【医療費グルーピング集計方法】

Copyright©2017 
DATA HORIZON CO.,LTD.

左図のレセプト例は、睡眠時
無呼吸症候群の検査で入院
したものと思われるが、主病
名で集計した場合、全ての点
数が主病名に振り分けられる
ため、睡眠時無呼吸症候群
の点数は0点となっている。
これでは傷病名ごとの正確な
医療費が分からない。

医療費グルーピングで集計す
ることによって、医療費が傷
病名ごとに振り分けられ、正
確な医療費が分かるととも
に、治療中の傷病が明らか
になる。

治療対象外の傷病名

傷病名 点数
①高血圧症（主）

②睡眠時無呼吸症候群

③アレルギー性鼻炎

④脂質異常症

⑤肥満症

5,660点

0点

0点

0点

0点

合計 5,660点

傷病名 点数
①高血圧症（主）

②睡眠時無呼吸症候群

③アレルギー性鼻炎

④脂質異常症

⑤肥満症

508点

5,001点

0点

151点

0点

合計 5,660点
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一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
に
岡
山
県
玉

野
市
で
創
業
し
、
西
日
本
を
中
心
に
商
圏
を

広
げ
る
は
る
や
ま
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
、

A
I
技
術
の
導
入
を
始
め
た
の
は
二
〇
一
六

（
平
成
二
十
八
）
年
六
月
。
き
っ
か
け
は
、

数
年
前
に
治
山
正
史
社
長
が
知
人
を
通
じ
て

参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
A
I
に
関
心
を
抱

い
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
人
工
知
能
と
い
う
言
葉
が
少
し
ず
つ
メ
デ
ィ

ア
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
ろ
で
、
わ

れ
わ
れ
の
想
像
以
上
の
こ
と
が
A
I
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
ア
パ
レ
ル
系
の
A
I
開
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
見
つ
け
た
の
が

カ
ラ
フ
ル
・
ボ
ー
ド
株
式
会
社
で
し
た
」

　
同
社
は
、
慶
應
義
塾
大
学
で
人
工
知
能
を

研
究
し
た
渡
辺
祐
樹
社
長
が
二
〇
一
一
（
平

成
二
十
三
）
年
に
設
立
し
た
。
人
の
好
み
を

学
習
し
、
そ
の
人
に
合
っ
た
商
品
を
紹
介
す

る
人
工
知
能
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
S
E
N

S
Y
」
を
構
築
し
、二
〇
一
四（
平
成
二
十
六
）

年
に
ア
プ
リ
を
リ
リ
ー
ス
し
た
ほ
か
、
店
頭

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
販
売
サ
イ
ト
で
の

接
客
な
ど
に
S
E
N
S
Y
を
使
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
早
速
渡
辺
氏
に
会
っ
た
治
山
社
長
は
意
気

投
合
し
、
検
討
の
末
、
業
界
初
と
な
る
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
D
M
）
へ
の
Ａ
Ｉ
導
入
に

と
り
か
か
っ
た
。

　
D
M
と
は
、
新
商
品
な
ど
の
情
報
を
直
接

顧
客
に
届
け
る
販
売
促
進
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
る
や
ま
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で

は
、
一
回
の
D
M
郵
送
に
際
し
、
一
種
類
か
、

多
い
時
で
も
数
種
類
程
度
の
印
刷
物
を
用
い

て
い
た
。
D
M
に
S
E
N
S
Y
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
顧
客
の
購
買
履
歴
か
ら
一
人
一
人

の
A
I
を
生
成
し
、
顧
客
別
の
レ
コ
メ
ン
ド

デ
ー
タ
を
反
映
し
た
独
自
の
D
M
作
成
が
可

能
と
な
る
。
S
E
N
S
Y
に
は
、
ど
ん
な
商

品
を
い
つ
ど
こ
で
購
入
し
た
か
と
い
う
情
報

だ
け
で
な
く
、
色
や
柄
、
形
な
ど
の
商
品
情

報
も
関
連
付
け
ら
れ
る
。
商
品
情
報
は
細
か

く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
黒
色
に
は
四

種
類
あ
り
、
シ
ル
エ
ッ
ト
も
数
種
類
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。

「
し
か
し
好
み
の
商
品
だ
け
が
並
ぶ
D
M
で
は

面
白
く
な
い
。
そ
こ
で
意
外
性
の
あ
る
商
品

も
A
I
が
レ
コ
メ
ン
ド
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」

　
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
六
月
に
顧

客
ご
と
に
異
な
る
D
M
を
二
万
枚
郵
送
し
た

と
こ
ろ
、
通
常
の
D
M
の
郵
送
に
比
べ
、
購

入
率
は
十
五
％
上
昇
し
た
。
数
カ
月
後
の
四

回
目
の
送
付
で
は
十
万
枚
を
郵
送
し
、
購
入

率
は
六
十
％
上
昇
、
客
単
価
も
約
二
千
円
増

と
い
う
結
果
が
出
た
。

　
短
期
間
で
成
果
が
出
た
の
は
、
ス
ー
ツ
販

売
な
ら
で
は
の
利
点
が
あ
っ
た
か
ら
と
治
山

社
長
は
話
す
。

「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
に
比
べ
、
ス
ー
ツ
は
お

客
さ
ま
が
顧
客
カ
ー
ド
を
持
つ
傾
向
が
強

く
、
商
品
情
報
と
顧
客
情
報
を
関
連
付
け
し

や
す
い
。
今
は
一
人
当
た
り
の
デ
ー
タ
は
数

十
か
ら
数
百
程
度
で
す
が
、
デ
ー
タ
が
ど
ん

ど
ん
蓄
積
さ
れ
て
い
け
ば
、
精
度
も
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
の

好
み
は
年
齢
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
変
化
も
A
I
で
予
測
が
可
能
で
す
」

　
顧
客
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
は
、
購
入
率

や
客
単
価
の
上
昇
以
外
に
も
、
効
果
を
も
た

ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
企
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
あ
る
。
顧
客
の
特
徴
や
傾
向
を
摑
む
こ
と

で
、次
の
商
品
企
画
に
も
生
か
せ
る
。さ
ら
に
、

人
気
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
分
か

れ
ば
、
ス
ー
ツ
に
合
わ
せ
て
特
定

の
色
や
柄
の
ネ
ク
タ
イ
や
シ
ャ
ツ

を
用
意
す
る
な
ど
、
品
揃
え
に

も
活
用
で
き
る
。

「
昔
は
そ
れ
を
勘
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
や

A
I
の
導
入
に
よ
っ
て
よ
り
的
確

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
も
う
一
つ
が
、
小
売
業
で
極
め

て
重
要
な
在
庫
管
理
で
あ
る
。

商
品
数
が
多
く
、
流
行
り
廃
り
が
激
し
い
ア

パ
レ
ル
で
は
、過
剰
な
仕
入
れ
は
在
庫
と
な
っ

て
損
失
を
生
み
や
す
い
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解

析
は
、
流
行
や
季
節
に
よ
っ
て
変
動
す
る
商

品
構
成
、
通
常
商
品
と
セ
ー
ル
品
の
商
品
区

分
に
よ
っ
て
異
な
る
在
庫
期
間
な
ど
、
ア
パ

レ
ル
の
複
雑
な
在
庫
管
理
に
も
、
有
効
に
働

く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
D
M
へ
の
導
入
で
効
果
が
見
ら
れ
た

S
E
N
S
Y
を
、
今
後
は
電
子
商
取
引
（
e

コ
マ
ー
ス
（
Ｅ
Ｃ
））
に
も
展
開
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
の
衣
類
・
服

装
雑
貨
な
ど
の
企
業
対
消
費
者
間
取
引
の

E
C
市
場
は
一
兆
三
千
八
百
三
十
九
億
円
で
、

E
C
化
率
は
九
・
〇
四
％
。
生
活
家
電
や
事

務
用
品
、
書
籍
な
ど
に
比
べ
る
と
い
ま
だ
に

低
い
が
、
店
舗
や
モ
バ
イ
ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
顧
客
と
接
点
を
持
つ
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ

ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、
V
R
（
仮

想
現
実
）
技
術
に
よ
る
商
品
体
験
な
ど
、
新

し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
試
み
も
進
ん

で
い
る
。

「
D
M
だ
け
で
な
く
、
E
C
サ
イ
ト
に
も
A
I

が
導
入
さ
れ
て
い
け
ば
、Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
『
第
二
の
自
分
を
つ
く
る
』

こ
と
も
そ
う
遠
く
な
い
気
が
し
ま
す
」

　
情
報
技
術
と
と
も
に
、
治
山
社
長
が
注
目

し
て
い
る
の
が
、
目
覚
ま
し
い
進
化
を
遂
げ

て
い
る
繊
維
技
術
だ
。
そ
の
技
術
を
生
か
し

た
商
品
の
一
つ
が
「
ス
ト
レ
ス
対
策
ス
ー
ツ
」

で
あ
る
。
優
れ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
性
を
持
つ
ニ
ッ

ト
素
材
に
よ
っ
て
、
肘
や
背
中
の
つ
っ
ぱ
り

を
解
消
し
、
衣
服
圧
を
通
常
の
ス
ー
ツ
の
三

分
の
一
に
ま
で
軽
減
す
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
が
実
証
さ
れ
た
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
対
策
ス
ー
ツ
は
、
二
〇
一
七
（
平

成
二
十
九
）
年
一
月
四
日
に
日
本
経
済
新
聞

社
の
「
2
0
1
6
日
経
M
J
優
秀
賞
」
を
受

賞
し
た
。
情
報
、
素
材
と
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

が
生
ま
れ
る
中
で
も
、
顧
客
満
足
度
の
向
上

が
最
優
先
と
治
山
社
長
は
話
す
。

「
わ
れ
わ
れ
の
企
業
理
念『
お
客
様
第
一
主
義
』

を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
解
析
や
A
I
を
使
う
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
は
本
末
転
倒
で
す
。

今
後
も
、
お
客
さ
ま
に
よ
り
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
突
き
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

治山正史社長

は
る
や
ま
ま
さ
し

　

◆株式会社はるやまホールディングス：086（226）7111  URL http://www.haruyama.co.jp

株
式
会
社
は
る
や
ま
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス  

《
岡
山
市
》

ス
ー
ツ
専
門
店「
は
る
や
ま
」や「Perfect Suit FA

ctory

」な
ど
、ス
ー
ツ
の
製
造
・

販
売
で
全
国
四
百
五
十
店
舗
以
上
を
運
営
す
る
は
る
や
ま
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
。

A
I
技
術
を
販
売
促
進
手
段
に
活
用
し
、
購
入
率
の
上
昇
、
さ
ら
な
る
顧
客
満

足
度
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

リラックス効果が実証された「ストレス対策スーツ」
写真提供：株式会社はるやまホールディングス

購買履歴を基に個人の好みを分析し、一人一人異なるDMを作成
写真提供：株式会社はるやまホールディングス

現在

学習 好みの商品の抽出 印刷

■ＡＩを使ったダイレクトメール作成の流れ

ＳＥＮＳＹ
顧客

一人一人の
ＡＩ生成

顧客別
レコメンド
データ

ＤＭ
個別商品レイアウト

表裏情報
ダイレクトプリント

DM
ベースデザイン顧客購買履歴

過去商品
マスター

現在商品
マスター

投 

函
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■遠隔地から巣箱の状態が
　把握できるシステム「Bee Sensing」

　
は
つ
は
な
果
蜂
園
は
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
六
月
に
開
業
し
た
。
大
学
卒
業

後
、
十
五
年
勤
め
た
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ

ム
株
式
会
社
を
退
職
し
、
出
身
地
の
広
島
へ

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
養
蜂
業
を
始
め
た
松
原
秀
樹

さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
。
農
業
分
野
へ
の
転

身
に
当
た
っ
て
は
、
会
社
勤
務
の
傍
ら
、
農

業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
四
年
間
経
験
を
積
み
、
そ
の
後
、
農
業
ビ

ジ
ネ
ス
の
私
塾
に
一
年
間
通
っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ん
だ
。

「
実
家
が
農
業
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
中
学
・
高
校
時
代
に
宮
島
や
周

防
大
島
を
訪
れ
、
ミ
カ
ン
栽
培
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
松
原
さ
ん
。

東
京
で
暮
ら
し
て
い
る
中
で
農
業
へ
の
思
い

が
募
り
、
土
日
を
利
用
し
て
農
業
に
関
わ
り

な
が
ら
果
樹
農
家
に
な
る
決
意
を
固
め
て

い
っ
た
と
話
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
受
講
し
た
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
の
私
塾
で
は
、
果
樹
栽
培
で
は
な
く
養

蜂
の
講
座
を
選
ん
だ
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

松
原
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
蜂
蜜
の
国
内
自
給
率
は
七
％
に
も
満
た
な

い
た
め
に
価
格
が
高
い
。
そ
れ
で
も
根
強
い

人
気
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
と
農
業
と
し
て
の

商
機
は
あ
る
と
感
じ
た
の
で
す
。
花
の
蜜
や

収
穫
時
期
に
よ
っ
て
味
が
違
い
、
地
元
の
特

色
を
生
か
し
た
製
品
づ
く
り
で
地
域
振
興
に

つ
な
げ
ら
れ
る
の
も
魅
力
で
し
た
」

　
ま
た
、
果
樹
は
苗
を
植
え
て
か
ら
収
穫

す
る
ま
で
数
年
か
か
る
の
に
対
し
、
蜂
蜜
は

巣
箱
を
置
い
て
数
カ
月
で
収
穫
で
き
る
。
松

原
さ
ん
は
果
樹
栽
培
一
本
に
よ
る
就
農
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
、
養
蜂
か
ら
踏
み
出
す

こ
と
に
し
た
の
だ
。
私
塾
の
講
師
が
福
山
市

で
養
蜂
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
退
職
後

半
年
間
、
そ
こ
で
修
業
さ
せ
て
も
ら
い
、
二

〇
一
五
年
初
夏
か
ら
巣
箱
二
十
箱
で
養
蜂
を

開
始
し
た
。

　
養
蜂
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
蜜
蜂
の
健

康
管
理
と
巣
箱
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で

あ
る
。
一
週
間
に
一
回
ほ
ど
定
期
的
に
巣
箱

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
巣
箱
は
蜜
が

集
め
や
す
い
山
の
中
な
ど
に
置
か
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
養
蜂
現
場
ま
で
の
移
動
に
時

間
を
費
や
し
、
巣
箱
個
々
の
確
認
に
も
手
間

が
か
か
る
。
そ
の
た
め
、
一
人
で
管
理
で
き

る
巣
箱
の
数
に
は
自
ず
と
限
界
が
生
じ
る
。

　
広
島
県
内
の
江
田
島
、
宮
島
、
大
竹
の
三

カ
所
に
巣
箱
を
置
く
こ
と
に
し
た
松
原
さ
ん

も
、
廿
日
市
市
の
自
宅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
養

蜂
現
場
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
最
も
遠
い
江
田
島
ま
で
は
片
道
二
時
間
。

蜂
蜜
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
巣
箱
を
増
や
せ

ば
、
管
理
に
時
間
を
要
す
る
た
め
に
人
を
雇

う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
巣
箱
の
確
認

は
蜜
蜂
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
手
際

良
く
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
の

経
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　
養
蜂
開
始
に
当
た
っ
て
松
原
さ
ん
は
、
作

業
負
担
を
軽
減
し
、
経
験
が
浅
く
て
も
適
切

に
管
理
で
き
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
た
。

起
業
支
援
に
関
わ
っ
て
い
た
友
人
の
森
中
昭

宏
さ
ん
に
相
談
し
、
効
率
・
効
果
的
な
養
蜂

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
で
た
ど
り
着
い
た

の
が
、Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。Ｉ

Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
株
式
会
社
ア
ド
ダ
イ
ス
を

経
営
す
る
友
人
の
伊
東
大
輔
さ
ん
も
加
わ

り
、
遠
隔
地
か
ら
巣
箱
の
状
態
が
把
握
で
き

る
シ
ス
テ
ム
開
発
に
着
手
。
ア
ド
ダ
イ
ス
が

製
品
化
し
て
い
た
、
既
存
事
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
と

Ａ
Ｉ
化
を
可
能
に
す
る
「SoLoM

oN

デ
バ

イ
ス
」
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
で
、
短

期
間
で
実
用
化
に
成
功
し
た
。
そ
れ
が

「Bee Sensing

」
で
、
松
原
さ
ん
の
巣
箱
に

設
置
す
る
と
と
も
に
、
ア
ド
ダ
イ
ス
か
ら
養

蜂
業
向
け
に
販
売
を
開
始
し
た
。

　Bee Sensing

で
は
、
各
巣
箱
に
装
着
し

た
セ
ン
サ
ー
（
子
機
）
で
巣
箱
内
の
温
度
と

湿
度
を
感
知
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
巣
箱
近
く

の
親
機
に
無
線
で
送
り
、
親
機
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ク
ラ
ウ
ド
に
送
信
し
て
集
積
す

る
。
デ
ー
タ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
を
使
っ
て
養
蜂
現
場
か
ら
離
れ
た
場
所
で

も
確
認
で
き
る
。

「
太
陽
光
バ
ッ
テ
リ
ー
等
で
作
動
す
る
装
置
の

省
電
力
化
と
セ
ン
サ
ー
の
コ
ス
ト
削
減
を
図

る
た
め
、
検
知
す
る
デ
ー
タ
は
巣
箱
の
内
外

の
温
度
と
外
側
の
湿
度
に
絞
り
ま
し
た
。
春

先
か
ら
夏
場
は
巣
箱
の
中
心
温
度
が
三
十
五

度
に
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
変
温
動
物
の
蜜
蜂

が
健
康
に
活
動
し
て
い
る
証
拠
。
中
心
温
度

を
計
測
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
蜜
蜂
の
健

康
状
態
が
把
握
で
き
、
巣
箱
を
見
回
る
頻
度

や
点
検
時
間
が
減
ら
せ
ま
す
。
巣
箱
の
蓋
が

飛
ん
だ
り
、
横
倒
し
に
な
る
な
ど
の
異
常
事

態
も
、
急
激
な
温
度
変
化
で
察
知
で
き
ま
す
」

　
作
業
現
場
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
蜜
蜂
の
状
態

や
育
児
の
状
況
、
エ
サ
の
量
な
ど
の
デ
ー
タ

を
業
務
管
理
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
か
ら
ク
ラ
ウ
ド

に
送
信
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
も
特
徴
だ
。

セ
ン
サ
ー
で
検
知
し
た
デ
ー
タ
と
現
場
で
の

チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積
す
る
中

で
、Ａ
Ｉ
が
そ
れ
ら
の
情
報
を
融
合
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
状
態
で
の
対
応
策

を
学
習
す
る
。
そ
の
結
果
、

巣
箱
の
状
態
か
ら
必
要
な

作
業
を
Ａ
Ｉ
が
判
断
し
提

示
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
含
め
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
蓄
積

さ
れ
れ
ば
Ａ
Ｉ
の
学
習
能

力
は
深
ま
り
ま
す
。今
後
、

最
適
な
収
穫
時
期
や
収
穫

量
の
判
断
、
病
気
の
予
防

な
ど
に
力
を
発
揮
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
養
蜂
に
取
り
組
む
ハ
ー
ド
ル

は
下
が
る
で
し
ょ
う
」

　
ま
た
、Bee Sensing

で
は
生
産
者
情
報

だ
け
で
な
く
、
養
蜂
場
ご
と
の
採
取
日
や
花

の
種
類
な
ど
を
記
録
で
き
る
の
で
、
商
品
に

そ
れ
ら
の
情
報
を
添
付
で
き
る
。
は
つ
は
な

果
蜂
園
で
も
、
消
費
者
に
安
心
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
蜂
蜜
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
そ
の
機
能
を
活
用
し
て
商
品
の
付
加
価

値
を
高
め
て
い
る
。

　
養
蜂
二
年
目
を
迎
え
た
二
〇
一
六
（
平
成

二
十
八
）
年
に
は
、
松
原
さ
ん
の
巣
箱
は
七

十
箱
に
増
え
た
。
さ
ら
に
江
田
島
の
果
樹
園

を
借
り
て
ミ
カ
ン
と
レ
モ
ン
の
栽
培
も
開
始

し
た
。
ミ
カ
ン
の
花
か
ら
集
め
た
蜂
蜜
を
つ

く
る
な
ど
、
果
樹
栽
培
と
養
蜂
が
相
乗
効
果

を
生
む
農
業
へ
踏
み
出
し
た
の
だ
。
そ
の
実

現
に
向
け
てBee Sensing

が
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

巣箱の中の巣枠を点検

巣箱に装着した「Bee Sensing」のセンサー

山の中の養蜂場に設置した蜜蜂の巣箱

出所：Bee Sensingホームページ（http://bee-sensing.com）

IT企業を経て養蜂家に転身した松原秀樹さん さまざまな花から蜜を集める蜜蜂

※

写真提供：はつはな果蜂園　◆はつはな果蜂園：TEL 080（5092）4386  URL https://www.facebook.com/hatsuhana.kahouen

は
つ
は
な
果
蜂
園  
《
広
島
県
廿
日
市
市
》

地
域
や
収
穫
時
期
に
よ
って
さ
ま
ざ
ま
な
味
が
楽
し
め
る
手
づ
く
り
の
国
産
蜂
蜜

を
提
供
し
た
い
と
開
業
し
た
「
は
つ
は
な
果
蜂
園
」。
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｉ
Ｔ
企
業
を
辞

し
て
農
業
の
世
界
へ
飛
び
込
ん
だ
養
蜂
家
は
、Ｉｏ
Ｔ
と
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
た
最

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
って
作
業
の
効
率
化
と
消
費
者
への
情
報
発
信
を
実
現
す

る
、
養
蜂
業
の
未
来
モ
デ
ル
の
確
立
に
挑
ん
で
い
る
。

※…ＩｏＴを駆使し、センサーで管理対象に必要なデータを収集し、クラウド（インターネット上でデータを保存する形式）のＡＩに送信する装置。

よ
う 

ほ
う
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従
業
員
の
健
康
が
企
業
経
営
に
も
効
果
を

も
た
ら
す
と
い
う
「
健
康
経
営
」
の
考
え
方

が
企
業
に
広
が
り
始
め
て
い
る
。
健
康
保
険

料
の
支
出
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
労
働
生
産

性
の
向
上
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
社
員
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
企
業
が
増
え
て
き

た
。

　
そ
う
し
た
中
、
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
の

S

-

W
O
R
K
S
島
根
オ
フ
ィ
ス
は
、
株
式

会
社
ド
コ
モ
中
国
支
社
や
ド
コ
モ
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
株
式
会
社
と
連
携
し
、
島
根
県
の
二
〇

一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
の
島
根
発
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
先
進
モ
デ
ル
構
築
支
援
事

業
に
採
択
さ
れ
た
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を

活
用
し
た
健
康
増
進
の
実
証
実
験
を
進
め
て

い
る
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
は
、

J
A
し
ま
ね
雲
南
地
区
本
部
（
雲
南
市
）、

株
式
会
社
吉
田
ふ
る
さ
と
村
（
雲
南
市
）、

株
式
会
社
ア
ル
テ
ミ
ス
ビ
ュ
ー
ス
カ
イ
（
出

雲
市
）
な
ど
、
十
二
の
事
業
体
。
被
験
者
は
、

ド
コ
モ
が
販
売
す
る
リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
活
動

量
計
「
ム
ー
ヴ
バ
ン
ド
３
」
を
着
用
し
、
一

日
の
歩
数
、
移
動
距
離
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
、

睡
眠
時
間
、
睡
眠
状
態
を
計
測
す
る
。
そ
の

デ
ー
タ
は
ド
コ
モ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
W
M
（
わ
た
し
ム
ー
ヴ
）」
に

自
動
転
送
さ
れ
、
被
験
者
は
ス
マ
ホ
の
「
W

M
ア
プ
リ
」
で
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
オ
ム
ロ
ン
の
ウ
ェ
ル

ネ
ス
リ
ン
ク
対
応
機
器
と
も
連
携
し
て
お
り
、

体
重
や
血
圧
も
記
録
可
能
だ
。
ア
プ
リ
で
は

そ
の
変
動
も
グ
ラ
フ
で
分
か
り
や
す
く
可
視

化
さ
れ
て
い
る
。

「
健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
歩
数
な
ど
の
デ
ー
タ
を
従
業
員
自

身
が
記
録
し
て
、
会
社
に
報
告
す
る
形
式
が

多
い
。
こ
の
事
業
で
は
、
そ
う
し
た
手
間
が

一
切
か
か
ら
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
」
と
株

式
会
社
ド
コ
モ
C
S
中
国
島
根
支
店
の
中
田

光
俊
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
蓄
積
さ
れ
た
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
は
、
ド
コ
モ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
法

人
向
け
健
康
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス「
W
M（
わ

た
し
ム
ー
ヴ
） for business

」を
通
じ
て
、

S-

W
O
R
K
S
が
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
提
供
さ
れ
る
。
モ
ニ
タ
ー
企
業
や
事
業
所

に
、
身
体
活
動
量
や
睡
眠
分
析
な
ど
の
バ
イ

タ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

デ
ー
タ
を
踏
ま
え
た
健
康
行
動
の
喚
起
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
蓄
積
さ
れ
た
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
自
体
は
た
だ
の
数
値
な
の
で
、
そ
れ

を
活
用
し
て
個
人
別
で
健
康
目
標
値
を
設
定

し
た
り
、
健
康
行
動
の
提
案
に
つ
な
が
る
よ

う
に
デ
ー
タ
を
分
析
、
活
用
し
た
り
す
る
の

が
わ
れ
わ
れ
の
役
割
」
と
S

-

W
O
R
K
S

の
渡
部
敬
太
さ
ん
は
話
す
。

　
従
業
員
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
も
、
健

康
増
進
に
向
け
た
分
析
や
指
導
を
行
う
の
は

企
業
に
は
負
担
が
大
き
い
。
健
康
経
営
を
継

続
す
る
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
取
得
か
ら
健
康

指
導
の
提
案
ま
で
を
S

-

W
O
R
K
S
な
ど

が
一
体
化
さ
せ
て
行
う
こ
と
で
、
企
業
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）

年
調
査
に
よ
る
と
、
島
根

県
の
一
人
当
た
り
の
年
間
実

績
医
療
費
は
三
十
九
万
三

千
円
と
、全
国
で
最
も
高
い
。

高
齢
化
や
、
自
動
車
通
勤

が
多
く
日
々
の
運
動
が
少

な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
過
去
五
年
分
の
国
民
健

康
・
栄
養
調
査
の
デ
ー
タ

か
ら
都
道
府
県
別
の
一
日

当
た
り
の
平
均
歩
数
を
算

出
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
平

均
が
七
千
二
百
二
十
五
歩

な
の
に
対
し
、
島
根
県
は

男
性
が
六
千
七
百
十
六
歩
、

女
性
が
五
千
九
百
六
十
歩

で
あ
っ
た
。

「
し
か
し
、
実
際
に
被
験
者

の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、

四
千
歩
を
切
っ
て
い
る
方

も
多
い
」
と
渡
部
さ
ん
は

話
す
。

　
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所

の
調
査
に
よ
る
と
、
認
知
症
、
脳
卒
中
、
心

疾
患
な
ど
の
予
防
に
は
一
日
五
千
歩
、
血
圧

症
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
予
防
に

は
一
日
八
千
歩
の
歩
行
が
効
果
的
だ
と
い
う
。

　
実
証
実
験
で
は
、
被
験
者
に
、
徒
歩
・
自

転
車
通
勤
へ
の
切
り
替
え
を
促
し
、
日
々
の

活
動
量
デ
ー
タ
の
推
移
観
察
や
血
液
検
査
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
運
動
効
果
を
検
証

し
て
い
る
。
モ
ニ
タ
ー
事
業
体
側
も
、
駐
車

場
を
少
し
離
れ
た
場
所
に
移
動
さ
せ
る
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
始
め
、
休
憩
時
間
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
積
極
的
な
階
段
利
用
と
い
っ

た
被
験
者
の
健
康
行
動
の
変
化
に
つ
な
げ
て

い
る
。

　
運
動
習
慣
の
形
成
に
は
、
運
動
の
効
果
に

対
す
る
理
解
だ
け
で
な
く
、
運
動
自
体
に
楽

し
み
を
見
つ
け
、
上
達
に
よ
っ
て
自
信
を
つ

け
る
内
発
的
動
機
付
け
が
重
要
と
い
わ
れ

る
。
活
動
量
デ
ー
タ
の
可
視
化
に
よ
っ
て
、

活
動
量
に
無
関
心
な
層
を
振
り
向
か
せ
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
指
標
を
見
い
だ
す
こ

と
が
、
今
後
の
継
続
に
必
要
だ
と
渡
部
さ
ん

は
話
す
。

「
当
初
は
、
歩
数
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
に
よ
る

ゲ
ー
ム
性
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る

と
『
肥
満
を
解
消
し
た
い
』『
む
く
み
を
と

り
た
い
』
な
ど
、
個
人
の
目
標
や
健
康
テ
ー

マ
の
達
成
が
重
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
美
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
、

健
診
デ
ー
タ
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
活
用
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

　
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
四
月
に
、

オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社
（
京
都
府
）

が
、
世
界
初
と
な
る
、
手
首
だ
け
で
一
拍
ご

と
の
血
圧
値
を
連
続
測
定
す
る
技
術
を
開
発

し
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
こ
う
し
た
技
術
の
開

発
や
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
進
化
に
よ
っ

て
、
取
得
で
き
る
デ
ー
タ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
れ
ば
、
健
康
へ
の
関
心
は
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
S

-

W
O
R
K
S
で
は
、
今
後
、
実
証
実

験
結
果
を
生
か
し
、
企
業
向
け
ヘ
ル
ス
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
に
加
え
、
地
域
と
連
携

し
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

「
寺
社
仏
閣
が
多
く
、
自
然
が
豊
か
な
島
根

県
は
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
に

適
し
た
地
域
で
す
。
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
会
社
か
ら

離
れ
た
場
所
で
一
時
的
に
働
く
、
企
業
向
け

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
ツ
ア
ー
な
ど
も
提
案
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

血液検査、アンケート調査などで運動効果を検証

手首に着用し1日の歩数、睡眠時間などを計測する「ムーヴバンド3」

スマホのWMアプリから
データをチェックできる

写真提供：合同会社 S-WORKS　◆合同会社 S-WORKS 島根オフィス：0852（60）0081  URL http://www.s-works.asia

合
同
会
社
S-

W
O
R
K
S
島
根
オ
フ
ィ
ス  

《
島
根
県
松
江
市
》

メ
ン
タ
ルヘル
ス
対
策
の
義
務
付
け
が
進
む
中
、
従
業
員
の
健
康
増
進
に
取
り
組
む

企
業
が
増
え
て
い
る
。
合
同
会
社
S

-

W
O
R
K
S
で
は
、
ウ
ェア
ラ
ブ
ル
端
末
を

販
売
す
る
ド
コ
モ
と
の
連
携
に
よ
り
、
活
動
量
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。

■ウェアラブル端末を活用した「健康経営」支援事業

自治体 企業・事業所
20～50歳の就労世代の従業員

株式会社NTTドコモ 中国支社
（デバイス事業者）

全国健康
保険協会

健診・
レセプトデータ等
の提供サービス

企業・事業所の
バイタルデータの可視化・提供
バイタルデータを踏まえた
勧奨、介入サービスの提供

バイタルデータ等の提供サービス
（WM for business）

ヘルスケア（介入）サービスの開発・連携・提供サービス開発・連携・提供依頼

合同会社S-WORKS
（サービス事業者）

ヘルスケアサービス事業所

ウェアラブル端末・アプリ提供
（企業または従業員が費用負担）

WM （わたしムーヴ）
（ビッグデータプラットフォーム）

ドコモ・ヘルスケア株式会社
（プラットフォーム事業者）

バイタルデータ（身体活動量・睡眠分析など）

「健康経営」の
普及・推進

社会保険労務士
中小企業診断士

バイタルデータ
データベース
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企
業
家

群

　像

地
域
に
生
き
る

文：城市 奈那    写真撮影：渡辺 久徳（山口県下関市在住）

株
式
会
社
木
原
製
作
所

　代
表
取
締
役

　木
原 

康
博 

《
山
口
市
》

認
知
度
を
高
め
、商
品
の
可
能
性
を
引
き
出
す

港
町
に
立
つ
老
舗
企
業

ア
メ
リ
カ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
び

父
の
病
気
を
機
に
帰
国

独
自
技
術
で
葉
た
ば
こ
乾
燥
機

の
シ
ェ
ア
を
拡
大

　
山
口
市
秋
穂
は
、
周
防
灘
に
突
き
出
る
半

島
の
入
江
に
臨
み
形
成
さ
れ
た
港
町
で
あ
る
。

天
然
の
良
港
を
持
つ
こ
の
地
は
、
戦
国
末
期
に

は
能
島
村
上
氏
の
拠
点
と
な
り
、
現
在
は
ク

ル
マ
エ
ビ
養
殖
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
う
っ
す
ら
霞
む
山
々
に
囲
ま
れ
た
な
だ
ら

か
な
土
地
を
突
き
進
む
と
、
年
季
を
感
じ
さ

せ
る
工
場
が
立
ち
並
ぶ
。
そ
の
壁
の
色
と
対

照
的
に
、
工
場
入
り
口
に
は
真
っ
白
で
モ
ダ
ン

な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
せ
っ
か
く
乾
燥
機
を
見
に
来
ら
れ
た
お
客
さ

ま
に
、
工
場
の
中
で
説
明
す
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
た
め
、
新
し
く
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
つ
く

り
ま
し
た
」

　
そ
う
説
明
す
る
企
業
家
か
ら
は
、
老
舗
企

業
に
吹
く
新
し
い
風
が
感
じ
ら
れ
た
。
乾
燥

機
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
木
原
製
作
所
の
木

原
康
博
社
長
で
あ
る
。

　
木
原
製
作
所
の
ル
ー
ツ
は
鉄
に
あ
る
。
塩

の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
秋
穂
で
、一
九
〇
二（
明

治
三
十
五
）
年
に
曽
祖
父
の
木
原
安
一
氏
が

木
原
鉄
工
所
を
創
業
し
た
。
海
水
を
煮
て
塩

を
作
る
た
め
の
製
塩
釡
や
農
機
具
、
小
型
船

舶
用
内
燃
機
関
を
製
造
し
て
い
た
が
、
塩
が

専
売
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
う
一
つ
の
専

売
品
の
た
ば
こ
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

大
蔵
省
専
売
局
か
ら
指
定
業
者
の
認
証
を
受

け
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
葉
た
ば
こ

乾
燥
機
の
製
造
を
開
始
し
た
。
戦
時
中
は
、

商
工
省
の
重
要
工
場
に
指
定
さ
れ
、
軍
需
品

の
製
造
部
を
併
設
し
て
い
た
。

　
戦
後
、
喫
煙
者
の
増
加
に
よ
っ
て
た
ば
こ

の
耕
作
面
積
が
増
え
、
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の

需
要
が
急
速
に
高
ま
る
。同
社
は
一
九
五
一（
昭

和
二
十
六
）
年
に
法
人
化
し
、
需
要
を
取
り

込
む
た
め
、
付
加
価
値
を
高
め
る
技
術
開
発

に
取
り
組
ん
だ
。
戦
前
か
ら
良
好
な
関
係
を

維
持
し
て
き
た
日
本
専
売
公
社
（
現
・
日
本

た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
）
と
共
に
研
究
を
重

ね
、
そ
の
と
き
生
み
出
し
た
の
が
、
独
自
の

温
湿
度
管
理
技
術
だ
。

　
従
来
の
「
乾
球
制
御
方
式
」
は
、
乾
球
計

の
み
を
利
用
し
、
乾
燥
機
内
の
空
気
温
度
を

計
測
す
る
。
乾
燥
機
内
の
温
度
が
指
定
温
度

ま
で
上
昇
す
る
と
バ
ー
ナ
ー
が
停
止
し
、
乾

燥
物
の
状
態
を
見
て
操
作
者
が
排
気
を
行
う

か
、
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
時
間
設
定
で
三
段
階

程
度
に
排
気
口
が
開
く
こ
と
で
、
水
分
が
調

整
さ
れ
る
。
ま
た
、
暖
め
ら
れ
た
空
気
は
乾

燥
物
を
通
過
し
た
後
は
、
乾
燥
機
外
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
同
社
が
採
用
す
る
「
乾
湿

球
制
御
方
式
」
で
は
、
乾
球
計
と
湿
球
計
で

空
気
の
温
度
と
乾
燥
物
の
温
度
を
調
整
し
な

が
ら
、
乾
燥
物
の
内
側
か
ら
水
分
を
抜
い
て

い
く
こ
と
で
、
色
や
ツ
ヤ
、
香
り
を
保
っ
た

ま
ま
乾
燥
で
き
る
の
が
特
長
で
あ
る
。

　
乾
湿
球
制
御
方
式
の
実
用
化
に
付
随
し
て

開
発
さ
れ
た
の
が
、
乾
燥
機
内
の
温
度
と
湿

度
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
細
か
く
自
動
調
整

す
る
「
自
動
比
例
排
湿
装
置
」
で
あ
る
。
温

湿
度
調
整
を
自
動
で
行
う
こ
と
で
、
暖
め
た

空
気
を
乾
燥
機
内
で
回
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
同
社
は
こ
の
温
湿
度
管
理
技
術
に
よ
り
顧

客
を
増
や
し
、
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
シ
ェ
ア

ト
ッ
プ
企
業
に
成
長
し
た
。

　
木
原
社
長
の
父
、
稔
夫
氏
が
社
長
に
就
任

し
た
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
ご
ろ
は
、

葉
た
ば
こ
生
産
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
を
ピ
ー
ク
に
、

そ
の
生
産
量
は
徐
々
に
減
少
。
平
成
に
入
っ

て
か
ら
は
急
減
し
、
現
在
の
生
産
量
は
ピ
ー

ク
時
の
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。

　
秋
穂
出
身
の
木
原
社
長
は
、
東
京
の
大
学

で
経
済
学
を
専
攻
し
、
二
〇
〇
〇（
平
成
十
二
）

年
に
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ん
だ
。

「
大
学
生
ま
で
は
家
業
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
か
ら

は
少
し
ず
つ
事
業
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
」

　
モ
ノ
を
ど
う
や
っ
て
売
っ
て
い
く
か
と
い
う

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
中
で
、
乾
燥

機
の
可
能
性
も
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

「
昔
か
ら
あ
る
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
も
、
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
け
ば
、
活
路
が
見
い
だ
せ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
思
い
が
芽
生
え
て
き
た
こ
ろ
、
日

本
か
ら
一
本
の
電
話
が
か
か
る
。
父
の
が
ん
を

知
ら
せ
る
電
話
だ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
の
就
職
を
考
え
て
い
た
木
原
社

長
だ
が
、
父
の
病
気
を
機
に
木
原
製
作
所
へ
の

入
社
を
決
め
る
。
二
十
五
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

　
入
社
後
は
営
業
部
に
配
属
さ
れ
、
現
場
を

回
る
日
々
が
続
い
た
。
そ
の
と
き
に
身
を
も
っ

て
感
じ
た
の
が
、
農
家
の
高
齢
化
だ
。
同
社

で
は
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
以
外
に
、
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
暖
房
機
も
製
造
し
て
い
る

が
、「
機
械
が
壊
れ
た
ら
農
業
を
や
め
な
い
と

い
け
ん
」
と
い
う
声
を
何
度
も
耳
に
し
た
。

高
齢
の
農
家
と
接
す
る
う
ち
に
、
地
域
産
業

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
て
い
く
。

　
同
時
に
、
葉
た
ば
こ
の
生
産
量
が
急
激
に

減
る
中
で
、
経
営
の
柱
が
別
に
必
要
だ
と
実

感
す
る
。
会
社
の
強
み
を
考
え
た
と
き
に
、

頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
独
自
の
温
湿
度
管
理
技

術
だ
っ
た
。

「
ず
っ
と
働
い
て
い
る
社
員
か
ら
は
『
乾
湿
球

制
御
方
式
な
ん
て
目
新
し
く
な
い
』
と
反
応

が
鈍
か
っ
た
の
で
す
が
、
入
社
し
た
ば
か
り
の

私
か
ら
見
る
と
、
こ
の
独
自
技
術
は
や
は
り

強
み
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
乾
燥
物
の
中

で
も
葉
た
ば
こ
は
も
っ
と
も
難
し
い
技
術
を

必
要
と
す
る
た
め
、
こ
の
技
術
を
生
か
し
て

い
け
ば
、
乾
燥
技
術
が
必
要
な
新
し
い
お
客

さ
ま
に
売
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
」

　
こ
の
こ
ろ
、
特
産
物
を
加
工
し
、
付
加
価

値
を
高
め
て
販
売
す
る
六
次
産
業
化
や
農
商

工
連
携
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

食
品
分
野
を
狙
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
無
料
乾
燥
受
付
の
窓
口
を

設
け
た
。「
乾
燥
し
た
い
も
の
を
送
っ
て
く
れ

れ
ば
、
無
料
で
乾
燥
す
る
」
と
い
う
主
旨
の

営
業
窓
口
だ
が
、
開
設
直
後
か
ら
多
く
の
申

し
込
み
が
舞
い
込
ん
だ
。

　
こ
の
新
し
い
試
み
を
始
め
た
こ
と
で
、
無

事
に
が
ん
を
克
服
し
た
父
か
ら
「
お
前
が
社

長
に
な
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
提
案
さ
れ
る
。

「
父
か
ら
は
、
何
歳
で
な
っ
て
も
同
じ
だ
か
ら

早
い
方
が
い
い
と
背
中
を
押
さ
れ
、
三
十
歳

を
機
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
」

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
依
頼
さ
れ
た
乾
燥
物

は
、
想
像
以
上
に
多
様
だ
っ
た
。
梅
や
柿
、

芋
な
ど
の
身
近
な
農
産
品
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

の
か
や
く
、
漢
方
薬
や
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
、
さ

ら
に
は
出
雲
大
社
の
し
め
縄
の
わ
ら
の
乾
燥

の
依
頼
も
舞
い
込
ん
だ
。

　
ま
た
、
ビ
ー
ル
の
モ
ル
ト
の
発
酵
や
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
焙
煎
な
ど
、
製
造
途
中
の
工
程
で

使
用
し
た
い
と
依
頼
し
て
く
る
大
手
企
業
も

多
か
っ
た
。
試
験
用
機
械
と
し
て
発
注
す
る

研
究
機
関
も
顧
客
に
加
わ
っ
た
。

「
乾
燥
物
の
範
囲
は
思
っ
た
よ
り
も
広
く
、
私

自
身
驚
き
ま
し
た
。
新
規
発
注
の
ほ
と
ん
ど

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
す
。
工
業
製
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
が
、
開
発

部
の
人
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
は
食

品
に
特
化
し
て
い
ま
す
」

　
無
料
乾
燥
を
行
え
ば
、
ほ
ぼ
全
て
の
依
頼

者
が
機
械
を
発
注
し
て
く
れ
る
こ
と
も
自
信

に
な
っ
た
。
同
社
の
独
自
技
術
の
優
位
性
の

裏
付
け
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
社
長
就
任
後
に
は
製
造
計
画
の
見

直
し
や
原
価
管
理
に
も
着
手
。
こ
れ
ま
で
サ
ー

ビ
ス
で
行
っ
て
い
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
有
料
化

し
、
適
切
な
原
価
を
割
り
出
し
て
い
っ
た
。

「
そ
れ
ま
で
は
き
ち
ん
と
し
た
製
造
計
画
が
立

て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
製
造
台
数
と
受
注
台
数

を
う
ま
く
調
整
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
市
場
が
し
ぼ
ん
で
い
く

中
で
、
こ
の
ま
ま
の
体
制
で
は
い
け
な
い
と
思

い
、
計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
従
業
員
の

意
識
も
変
え
て
い
き
ま
し
た
」

　
木
原
社
長
が
ア
メ
リ
カ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
学
ぶ
中
で
、
特
に
意
識
し
た
の
が
商
品
認

知
の
重
要
性
だ
っ
た
。

「
い
く
ら
い
い
商
品
で
あ
っ
て
も
、
相
手
に
認

知
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
乾

燥
機
は
日
常
的
に
見
か
け
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
ま
ず
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
最
優

先
。
技
術
力
を
高
め
て
表
彰
制
度
に
応
募
し
、

実
績
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い
く
こ
と
で
、

営
業
員
が
説
明
し
な
く
て
も
相
手
の
方
が
あ

る
程
度
知
っ
て
い
る
状
況
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
た
」

　
乾
燥
機
の
熱
効
率
を
七
十
％
向
上
さ
せ
た

こ
と
で
、
同
社
は
二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）

年
に
第
三
十
回
優
秀
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
表

彰
で
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、

第
四
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
（
中
国
経
済

産
業
局
長
賞
）
や
文
部
科
学
省
の
平
成
二
十

四
年
度
科
学
技
術
賞
（
技
術
部
門
）
も
受
賞

し
た
。

　
地
域
産
業
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
た

木
原
社
長
は
、
こ
う
し
た
実
績
を
も
と
に
、

県
や
市
、
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
売
り
込
み
、

農
商
工
連
携
の
道
を
模
索
し
た
。
実
は
、
葉

た
ば
こ
乾
燥
機
の
販
売
先
は
、
東
北
、
九
州
、

沖
縄
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
県
外
で
、
県
内
企
業

や
団
体
と
の
関
わ
り
が
希
薄
だ
っ
た
。
商
工

会
や
消
防
団
な
ど
地
元
の
組
織
に
も
積
極
的

に
参
画
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
ん
で
い
っ
た
。

　
そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
山
口
市
と
の
共
同
企

画
「
山
口
か
ら
〝
K
a
n
b
u
t
s
u
〞
を
発

信
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
山
口
市
の
特

産
品
は
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
か
ら
、
乾
燥
と
い
う
技
術
を
核

に
特
産
品
を
売
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案
。
市

の
中
に
「
か
ん
ぶ
つ
部
」
を
つ
く
り
、
阿
東

の
ス
イ
カ
や
ナ
シ
の
ド
ラ
イ
チ
ッ
プ
な
ど
を
地

元
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
売
り
出
し
た
。

　
さ
ら
に
、
秋
穂
の
農
協
の
婦
人
部
と
も
協

働
し
、
六
次
産
業
化
を
支
援
し
た
。
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
と
中
国
野
菜
の
サ
イ
シ
ン
を
掛
け
合
わ
せ

た
「
は
な
っ
こ
り
ー
」
の
茎
を
使
用
し
た
ふ
り

か
け
に
、
同
社
で
乾
燥
し
た
花
び
ら
を
加
え
、

彩
り
豊
か
な
商
品
に
変
え
て
い
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
こ
う
し
た
試
み

も
市
場
拡
大
に
効
果
を
も
た
ら
し
、
葉
た
ば

こ
以
外
の
乾
燥
機
の
売
上
比
率
は
五
割
に
ま

で
上
昇
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
産
業
支
援
は
、
海
外
に
ま

で
広
が
っ
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
地
滑

り
で
埋
ま
っ
た
村
の
復
興
の
た
め
、
マ
ン
ゴ
ー

を
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
用
に
中
東
に
輸
出
す
る
N
P
O

事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ル
ギ
ス

共
和
国
と
は
、
フ
ル
ー
ツ
を
加
工
し
て
E
U
に

売
り
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
、
二

〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
夏
に
は
キ
ル
ギ
ス

大
使
が
同
社
を
来
訪
し
た
。

「
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
に
行
く
と
、
日
本

な
ら
一
個
何
百
円
で
売
れ
そ
う
な
マ
ン
ゴ
ー
な

ど
が
た
わ
わ
に
実
っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

光
景
を
見
か
け
ま
す
。
運
ぶ
手
段
が
な
い
た

め
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
未
利
用
資
源
を
活
用
す
れ
ば
、

現
地
で
産
業
を
興
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　
地
域
を
活
性
化
す
る
産
業
支
援
へ
の
思
い

は
、
会
社
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
木

原
社
長
の
胸
に
自
然
と
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。

「
中
山
間
地
や
離
島
で
栽
培
さ
れ
る
葉
た
ば
こ

は
、
収
入
を
目
的
に
作
ら
れ
る
換
金
作
物
で

す
。
機
械
を
売
っ
て
い
る
と
、
農
家
の
方
々

の
暮
ら
し
を
支
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
ま
す
。
地
域
の
人
に
使
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
暮
ら
し
や
産
業
に

寄
り
添
う
企
業
で
い
た
い
の
で
す
」

工場入り口のショールーム

木原 康博〈きはら・やすひろ〉
p r o f i l e

1977年山口県生まれ。成城大学卒業後、カリフォルニア大学アーバイン校と
バークレー校でマーケティングを学ぶ。2003年に株式会社木原製作所に入社。
08年に代表取締役に就任。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
無
料
乾
燥
受
付
で

新
し
い
顧
客
を
つ
く
り
だ
す

乾
燥
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し

機
械
の
可
能
性
を
広
げ
る

本社工場で板金、溶接、塗装、組立までの一貫生産体制を構築ドライフルーツやふりかけ、パウダーに活用

独自技術で、色合いを損わず、香りの残る乾燥を実現

コンパクトで高性能な乾燥機

◆株式会社木原製作所：084（984）2211　URL  http://www.kiharaworks.com

　
山
口
市
秋
穂
は
、
周
防
灘
に
突
き
出
る
半

島
の
入
江
に
臨
み
形
成
さ
れ
た
港
町
で
あ
る
。

天
然
の
良
港
を
持
つ
こ
の
地
は
、
戦
国
末
期
に

は
能
島
村
上
氏
の
拠
点
と
な
り
、
現
在
は
ク

ル
マ
エ
ビ
養
殖
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
う
っ
す
ら
霞
む
山
々
に
囲
ま
れ
た
な
だ
ら

か
な
土
地
を
突
き
進
む
と
、
年
季
を
感
じ
さ

せ
る
工
場
が
立
ち
並
ぶ
。
そ
の
壁
の
色
と
対

照
的
に
、
工
場
入
り
口
に
は
真
っ
白
で
モ
ダ
ン

な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
せ
っ
か
く
乾
燥
機
を
見
に
来
ら
れ
た
お
客
さ

ま
に
、
工
場
の
中
で
説
明
す
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
た
め
、
新
し
く
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
つ
く

り
ま
し
た
」

　
そ
う
説
明
す
る
企
業
家
か
ら
は
、
老
舗
企

業
に
吹
く
新
し
い
風
が
感
じ
ら
れ
た
。
乾
燥

機
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
木
原
製
作
所
の
木

原
康
博
社
長
で
あ
る
。

　
木
原
製
作
所
の
ル
ー
ツ
は
鉄
に
あ
る
。
塩

の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
秋
穂
で
、一
九
〇
二（
明

治
三
十
五
）
年
に
曽
祖
父
の
木
原
安
一
氏
が

木
原
鉄
工
所
を
創
業
し
た
。
海
水
を
煮
て
塩

を
作
る
た
め
の
製
塩
釡
や
農
機
具
、
小
型
船

舶
用
内
燃
機
関
を
製
造
し
て
い
た
が
、
塩
が

専
売
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
う
一
つ
の
専

売
品
の
た
ば
こ
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

大
蔵
省
専
売
局
か
ら
指
定
業
者
の
認
証
を
受

け
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
葉
た
ば
こ

乾
燥
機
の
製
造
を
開
始
し
た
。
戦
時
中
は
、

商
工
省
の
重
要
工
場
に
指
定
さ
れ
、
軍
需
品

の
製
造
部
を
併
設
し
て
い
た
。

　
戦
後
、
喫
煙
者
の
増
加
に
よ
っ
て
た
ば
こ

の
耕
作
面
積
が
増
え
、
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の

需
要
が
急
速
に
高
ま
る
。同
社
は
一
九
五
一（
昭

和
二
十
六
）
年
に
法
人
化
し
、
需
要
を
取
り

込
む
た
め
、
付
加
価
値
を
高
め
る
技
術
開
発

に
取
り
組
ん
だ
。
戦
前
か
ら
良
好
な
関
係
を

維
持
し
て
き
た
日
本
専
売
公
社
（
現
・
日
本

た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
）
と
共
に
研
究
を
重

ね
、
そ
の
と
き
生
み
出
し
た
の
が
、
独
自
の

温
湿
度
管
理
技
術
だ
。

　
従
来
の
「
乾
球
制
御
方
式
」
は
、
乾
球
計

の
み
を
利
用
し
、
乾
燥
機
内
の
空
気
温
度
を

計
測
す
る
。
乾
燥
機
内
の
温
度
が
指
定
温
度

ま
で
上
昇
す
る
と
バ
ー
ナ
ー
が
停
止
し
、
乾

燥
物
の
状
態
を
見
て
操
作
者
が
排
気
を
行
う

か
、
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
時
間
設
定
で
三
段
階

程
度
に
排
気
口
が
開
く
こ
と
で
、
水
分
が
調

整
さ
れ
る
。
ま
た
、
暖
め
ら
れ
た
空
気
は
乾

燥
物
を
通
過
し
た
後
は
、
乾
燥
機
外
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
同
社
が
採
用
す
る
「
乾
湿

球
制
御
方
式
」
で
は
、
乾
球
計
と
湿
球
計
で

空
気
の
温
度
と
乾
燥
物
の
温
度
を
調
整
し
な

が
ら
、
乾
燥
物
の
内
側
か
ら
水
分
を
抜
い
て

い
く
こ
と
で
、
色
や
ツ
ヤ
、
香
り
を
保
っ
た

ま
ま
乾
燥
で
き
る
の
が
特
長
で
あ
る
。

　
乾
湿
球
制
御
方
式
の
実
用
化
に
付
随
し
て

開
発
さ
れ
た
の
が
、
乾
燥
機
内
の
温
度
と
湿

度
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
細
か
く
自
動
調
整

す
る
「
自
動
比
例
排
湿
装
置
」
で
あ
る
。
温

湿
度
調
整
を
自
動
で
行
う
こ
と
で
、
暖
め
た

空
気
を
乾
燥
機
内
で
回
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
同
社
は
こ
の
温
湿
度
管
理
技
術
に
よ
り
顧

客
を
増
や
し
、
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
シ
ェ
ア

ト
ッ
プ
企
業
に
成
長
し
た
。

　
木
原
社
長
の
父
、
稔
夫
氏
が
社
長
に
就
任

し
た
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
ご
ろ
は
、

葉
た
ば
こ
生
産
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
を
ピ
ー
ク
に
、

そ
の
生
産
量
は
徐
々
に
減
少
。
平
成
に
入
っ

て
か
ら
は
急
減
し
、
現
在
の
生
産
量
は
ピ
ー

ク
時
の
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。

　
秋
穂
出
身
の
木
原
社
長
は
、
東
京
の
大
学

で
経
済
学
を
専
攻
し
、
二
〇
〇
〇（
平
成
十
二
）

年
に
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ん
だ
。

「
大
学
生
ま
で
は
家
業
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
か
ら

は
少
し
ず
つ
事
業
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
」

　
モ
ノ
を
ど
う
や
っ
て
売
っ
て
い
く
か
と
い
う

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
中
で
、
乾
燥

機
の
可
能
性
も
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

「
昔
か
ら
あ
る
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
も
、
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
け
ば
、
活
路
が
見
い
だ
せ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
思
い
が
芽
生
え
て
き
た
こ
ろ
、
日

本
か
ら
一
本
の
電
話
が
か
か
る
。
父
の
が
ん
を

知
ら
せ
る
電
話
だ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
の
就
職
を
考
え
て
い
た
木
原
社

長
だ
が
、
父
の
病
気
を
機
に
木
原
製
作
所
へ
の

入
社
を
決
め
る
。
二
十
五
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

　
入
社
後
は
営
業
部
に
配
属
さ
れ
、
現
場
を

回
る
日
々
が
続
い
た
。
そ
の
と
き
に
身
を
も
っ

て
感
じ
た
の
が
、
農
家
の
高
齢
化
だ
。
同
社

で
は
葉
た
ば
こ
乾
燥
機
以
外
に
、
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
暖
房
機
も
製
造
し
て
い
る

が
、「
機
械
が
壊
れ
た
ら
農
業
を
や
め
な
い
と

い
け
ん
」
と
い
う
声
を
何
度
も
耳
に
し
た
。

高
齢
の
農
家
と
接
す
る
う
ち
に
、
地
域
産
業

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
て
い
く
。

　
同
時
に
、
葉
た
ば
こ
の
生
産
量
が
急
激
に

減
る
中
で
、
経
営
の
柱
が
別
に
必
要
だ
と
実

感
す
る
。
会
社
の
強
み
を
考
え
た
と
き
に
、

頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
独
自
の
温
湿
度
管
理
技

術
だ
っ
た
。

「
ず
っ
と
働
い
て
い
る
社
員
か
ら
は
『
乾
湿
球

制
御
方
式
な
ん
て
目
新
し
く
な
い
』
と
反
応

が
鈍
か
っ
た
の
で
す
が
、
入
社
し
た
ば
か
り
の

私
か
ら
見
る
と
、
こ
の
独
自
技
術
は
や
は
り

強
み
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
乾
燥
物
の
中

で
も
葉
た
ば
こ
は
も
っ
と
も
難
し
い
技
術
を

必
要
と
す
る
た
め
、
こ
の
技
術
を
生
か
し
て

い
け
ば
、
乾
燥
技
術
が
必
要
な
新
し
い
お
客

さ
ま
に
売
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
」

　
こ
の
こ
ろ
、
特
産
物
を
加
工
し
、
付
加
価

値
を
高
め
て
販
売
す
る
六
次
産
業
化
や
農
商

工
連
携
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

食
品
分
野
を
狙
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
無
料
乾
燥
受
付
の
窓
口
を

設
け
た
。「
乾
燥
し
た
い
も
の
を
送
っ
て
く
れ

れ
ば
、
無
料
で
乾
燥
す
る
」
と
い
う
主
旨
の

営
業
窓
口
だ
が
、
開
設
直
後
か
ら
多
く
の
申

し
込
み
が
舞
い
込
ん
だ
。

　
こ
の
新
し
い
試
み
を
始
め
た
こ
と
で
、
無

事
に
が
ん
を
克
服
し
た
父
か
ら
「
お
前
が
社

長
に
な
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
提
案
さ
れ
る
。

「
父
か
ら
は
、
何
歳
で
な
っ
て
も
同
じ
だ
か
ら

早
い
方
が
い
い
と
背
中
を
押
さ
れ
、
三
十
歳

を
機
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
」

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
依
頼
さ
れ
た
乾
燥
物

は
、
想
像
以
上
に
多
様
だ
っ
た
。
梅
や
柿
、

芋
な
ど
の
身
近
な
農
産
品
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

の
か
や
く
、
漢
方
薬
や
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
、
さ

ら
に
は
出
雲
大
社
の
し
め
縄
の
わ
ら
の
乾
燥

の
依
頼
も
舞
い
込
ん
だ
。

　
ま
た
、
ビ
ー
ル
の
モ
ル
ト
の
発
酵
や
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
焙
煎
な
ど
、
製
造
途
中
の
工
程
で

使
用
し
た
い
と
依
頼
し
て
く
る
大
手
企
業
も

多
か
っ
た
。
試
験
用
機
械
と
し
て
発
注
す
る

研
究
機
関
も
顧
客
に
加
わ
っ
た
。

「
乾
燥
物
の
範
囲
は
思
っ
た
よ
り
も
広
く
、
私

自
身
驚
き
ま
し
た
。
新
規
発
注
の
ほ
と
ん
ど

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
す
。
工
業
製
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
が
、
開
発

部
の
人
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
は
食

品
に
特
化
し
て
い
ま
す
」

　
無
料
乾
燥
を
行
え
ば
、
ほ
ぼ
全
て
の
依
頼

者
が
機
械
を
発
注
し
て
く
れ
る
こ
と
も
自
信

に
な
っ
た
。
同
社
の
独
自
技
術
の
優
位
性
の

裏
付
け
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
社
長
就
任
後
に
は
製
造
計
画
の
見

直
し
や
原
価
管
理
に
も
着
手
。
こ
れ
ま
で
サ
ー

ビ
ス
で
行
っ
て
い
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
有
料
化

し
、
適
切
な
原
価
を
割
り
出
し
て
い
っ
た
。

「
そ
れ
ま
で
は
き
ち
ん
と
し
た
製
造
計
画
が
立

て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
製
造
台
数
と
受
注
台
数

を
う
ま
く
調
整
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
市
場
が
し
ぼ
ん
で
い
く

中
で
、
こ
の
ま
ま
の
体
制
で
は
い
け
な
い
と
思

い
、
計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
従
業
員
の

意
識
も
変
え
て
い
き
ま
し
た
」

　
木
原
社
長
が
ア
メ
リ
カ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
学
ぶ
中
で
、
特
に
意
識
し
た
の
が
商
品
認

知
の
重
要
性
だ
っ
た
。

「
い
く
ら
い
い
商
品
で
あ
っ
て
も
、
相
手
に
認

知
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
乾

燥
機
は
日
常
的
に
見
か
け
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
ま
ず
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
最
優

先
。
技
術
力
を
高
め
て
表
彰
制
度
に
応
募
し
、

実
績
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い
く
こ
と
で
、

営
業
員
が
説
明
し
な
く
て
も
相
手
の
方
が
あ

る
程
度
知
っ
て
い
る
状
況
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
た
」

　
乾
燥
機
の
熱
効
率
を
七
十
％
向
上
さ
せ
た

こ
と
で
、
同
社
は
二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）

年
に
第
三
十
回
優
秀
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
表

彰
で
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、

第
四
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
（
中
国
経
済

産
業
局
長
賞
）
や
文
部
科
学
省
の
平
成
二
十

四
年
度
科
学
技
術
賞
（
技
術
部
門
）
も
受
賞

し
た
。

　
地
域
産
業
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
た

木
原
社
長
は
、
こ
う
し
た
実
績
を
も
と
に
、

県
や
市
、
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
売
り
込
み
、

農
商
工
連
携
の
道
を
模
索
し
た
。
実
は
、
葉

た
ば
こ
乾
燥
機
の
販
売
先
は
、
東
北
、
九
州
、

沖
縄
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
県
外
で
、
県
内
企
業

や
団
体
と
の
関
わ
り
が
希
薄
だ
っ
た
。
商
工

会
や
消
防
団
な
ど
地
元
の
組
織
に
も
積
極
的

に
参
画
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
ん
で
い
っ
た
。

　
そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
山
口
市
と
の
共
同
企

画
「
山
口
か
ら
〝
K
a
n
b
u
t
s
u
〞
を
発

信
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
山
口
市
の
特

産
品
は
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
か
ら
、
乾
燥
と
い
う
技
術
を
核

に
特
産
品
を
売
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案
。
市

の
中
に
「
か
ん
ぶ
つ
部
」
を
つ
く
り
、
阿
東

の
ス
イ
カ
や
ナ
シ
の
ド
ラ
イ
チ
ッ
プ
な
ど
を
地

元
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
売
り
出
し
た
。

　
さ
ら
に
、
秋
穂
の
農
協
の
婦
人
部
と
も
協

働
し
、
六
次
産
業
化
を
支
援
し
た
。
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
と
中
国
野
菜
の
サ
イ
シ
ン
を
掛
け
合
わ
せ

た
「
は
な
っ
こ
り
ー
」
の
茎
を
使
用
し
た
ふ
り

か
け
に
、
同
社
で
乾
燥
し
た
花
び
ら
を
加
え
、

彩
り
豊
か
な
商
品
に
変
え
て
い
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
こ
う
し
た
試
み

も
市
場
拡
大
に
効
果
を
も
た
ら
し
、
葉
た
ば

こ
以
外
の
乾
燥
機
の
売
上
比
率
は
五
割
に
ま

で
上
昇
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
産
業
支
援
は
、
海
外
に
ま

で
広
が
っ
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
地
滑

り
で
埋
ま
っ
た
村
の
復
興
の
た
め
、
マ
ン
ゴ
ー

を
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
用
に
中
東
に
輸
出
す
る
N
P
O

事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ル
ギ
ス

共
和
国
と
は
、
フ
ル
ー
ツ
を
加
工
し
て
E
U
に

売
り
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
、
二

〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
夏
に
は
キ
ル
ギ
ス

大
使
が
同
社
を
来
訪
し
た
。

「
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
に
行
く
と
、
日
本

な
ら
一
個
何
百
円
で
売
れ
そ
う
な
マ
ン
ゴ
ー
な

ど
が
た
わ
わ
に
実
っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

光
景
を
見
か
け
ま
す
。
運
ぶ
手
段
が
な
い
た

め
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
未
利
用
資
源
を
活
用
す
れ
ば
、

現
地
で
産
業
を
興
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　
地
域
を
活
性
化
す
る
産
業
支
援
へ
の
思
い

は
、
会
社
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
木

原
社
長
の
胸
に
自
然
と
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。

「
中
山
間
地
や
離
島
で
栽
培
さ
れ
る
葉
た
ば
こ

は
、
収
入
を
目
的
に
作
ら
れ
る
換
金
作
物
で

す
。
機
械
を
売
っ
て
い
る
と
、
農
家
の
方
々

の
暮
ら
し
を
支
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
ま
す
。
地
域
の
人
に
使
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
暮
ら
し
や
産
業
に

寄
り
添
う
企
業
で
い
た
い
の
で
す
」

乾
燥
機
で
地
域
産
業
に
貢
献
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ル
ー
チ
ェ
サ
ー
チ
株
式
会
社
の
設
立
は
二

〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
。
広
島
大
学
を

卒
業
後
、
調
査
計
測
会
社
で
経
験
を
積
ん

だ
渡
辺
豊
社
長
が
、
小
型
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
利
用
し
た
計
測
に
商
機
を
見
い
だ

し
、
同
社
を
設
立
し
た
。

「
日
本
は
電
線
が
多
い
た
め
、
滑
走
距
離
が

長
い
飛
行
機
よ
り
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
方
が

向
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
上
空
数
メ
ー
ト
ル

か
ら
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
低
空
域
は
誰

も
参
入
で
き
て
い
な
い
空
白
域
だ
っ
た
の

で
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
」

　
い
わ
ゆ
る
「
ド
ロ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
無

人
航
空
機
（
U
A
V
）
は
、
十
年
以
上
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
ス

ペ
ッ
ク
が
低
く
、
強
風
で
飛
ば
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
同
社
の
小
型
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
S
P
I
D
E
R
（
ス
パ
イ

ダ
ー
）」
は
、
直
径
が
一
メ
ー
ト
ル
未
満
、

本
体
重
量
が
約
四
キ
ロ
と
軽
量
な
機
体
で
あ

り
な
が
ら
、搭
載
可
能
重
量
は
最
大
六
キ
ロ
、

風
速
毎
秒
十
五
メ
ー
ト
ル
の
強
風
に
も
対
応

で
き
る
高
ス
ペ
ッ
ク
の
機
体
だ
。
さ
ら
に
、

最
新
鋭
の
姿
勢
制
御
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
高

い
安
定
性
を
実
現
し
、
振
動
や
機
体
の
傾
き

を
補
正
す
る
機
構
を
搭
載
す
る
こ
と
で
計
測

デ
ー
タ
の
ズ
レ
な
ど
も
起
こ
ら
な
い
。

「
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
と
U
A
V
の
違
い
は
、
い

わ
ば
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
違
い
で
す
。

S
P
I
D
E
R
に
は
回
転
や
向
き
の
変
化
を

検
知
す
る
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
や
G
P
S
が

内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
自
動
で
デ
ー
タ
が
補

正
さ
れ
ま
す
。
地
上
の
パ
ソ
コ
ン
と
組
み
合

わ
せ
て
離
陸
後
に
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た

ル
ー
ト
に
従
っ
て
自
動
飛
行
と
撮
影
を
行

い
、
自
動
で
着
陸
す
る
S
P
I
D
E
R
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
空
を
飛
ん
で
い
る
イ

メ
ー
ジ
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
同
社
の
認
知
度
が
高
ま
る
契
機
と
な
っ
た

の
が
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
八
月

に
発
生
し
た
広
島
土
砂
災
害
で
あ
る
。
そ
の

一
カ
月
前
に
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

と
災
害
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る
基
本
協

定
を
結
ん
で
い
た
た
め
、
災
害
直
後
に
国
内

初
と
な
る
小
型
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

災
害
調
査
を
実
施
し
た
。
天
候
不
良
で
有

人
航
空
機
が
調
査
で
き
な
い
中
、
詳
細
な

デ
ー
タ
を
迅
速
に
取
得
し
、
そ
の
有
効
性
や

機
動
性
が
評
価
さ
れ
た
。
翌
月
に
は
、
首

相
官
邸
で
開
か
れ
た
第
一
回
ロ
ボ
ッ
ト
革
命

実
現
会
議
に
招
か
れ
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
飛
行
の
様
子
が
全
国
放
映
さ
れ
た
。

　
同
社
は
中
国
地
方
に
続
き
、
四
国
、
九

州
地
方
整
備
局
と
も
災
害
協
定
を
締
結
し

た
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
四
月
十

四
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
二
十
日
に

現
地
に
入
り
、
地
割
れ
を
調
査
。
さ
ら
に
、

二
十
日
夜
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
一
時
間
に

百
ミ
リ
を
超
す
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
後
、

現
地
の
地
割
れ
を
三
十
分
で
解
析
し
、
そ

の
デ
ー
タ
は
捜
索
再
開
の
判
断
材
料
に
な
っ

た
と
い
う
。「
お
そ
ら
く
世
界
初
の
試
み
」

と
渡
辺
社
長
は
振
り
返
る
。

　
二
〇
一
六
年
、
S
P
I
D
E
R
は
、
経
済

産
業
省
等
が
主
催
す
る
第
七
回
ロ
ボ
ッ
ト

大
賞
で
初
の
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。
さ
ら
に
同
社
は
、
国
土
交
通
省
の
推

奨
技
術
認
定
の
災
害
調
査
・
橋
梁
維
持
管

理
の
分
野
で
国
内
企
業
唯
一
と
な
る
二
年
連

続
の
認
定
を
受
け
た
。
橋
梁
の
構
造
物
点

検
で
は
、
目
視
に
よ
る
点
検
が
困
難
だ
っ
た

箇
所
を
U
A
V
技
術
と
画
像
処
理
を
駆
使

し
て
点
検
す
る
こ
と
で
、
点
検
サ
ー
ビ
ス
の

高
精
度
化
、
迅
速
化
を
可
能
に
し
た
。

　
同
社
が
と
り
わ
け
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
の
が
、
ハ
ー
ド
の
設
計
開
発
・
組
立

か
ら
、現
場
で
の
調
査
・
計
測
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ー
タ
解
析
ま
で
一
気
通
貫
型
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
顧
客
に
提
供
で
き
る

点
で
あ
る
。

　
小
型
無
人
ヘ
リ
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、

同
社
の
業
務
内
容
は
三
次
元
デ
ー
タ
解
析

や
画
像
処
理
に
も
及
び
、
顧
客
に
と
っ
て

有
意
義
で
使
い
や
す
い
デ
ー
タ
に
仕
上
げ
る

こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
が
使
い
や
す
い
レ
ベ
ル
に

ま
で
デ
ー
タ
を
処
理
し
な
け
れ
ば
、『
三
次

元
デ
ー
タ
は
面
白
い
ね
』
で
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
が
求
め
る
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
に
は
、
現
場
環
境
に
即
し

て
撮
影
方
法
や
機
体
設
計
も
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
さ
や
傾
斜
な
ど
環

境
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
中
で
、
設
計
か
ら

デ
ー
タ
解
析
ま
で
を
柔
軟
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
実
施
で
き
る
こ
と
が
、
弊
社
の
強

み
だ
と
思
い
ま
す
」

　
現
在
、
従
業
員
は
十
八
名
。
カ
ー
ボ
ン

フ
ァ
イ
バ
ー
の
加
工
設
計
、
画
像
処
理
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
分
野
を
持
つ
仲
間
が

集
ま
り
、
そ
の
専
門
を
生
か
す
こ
と
で
業

務
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
に
最
先
端

の
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
地
形
測

量
を
実
用
化
し
た
こ
と
で
さ
ら
に
発
注
が

増
え
、
調
査
対
象
の
分
野
も
災
害
や
構
造

物
点
検
以
外
に
林
業
、
農
業
、
気
象
な
ど

に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
は
、
地
上
に
向
け
て

レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
、
反
射
さ
れ
る
レ
ー

ザ
ー
の
時
間
差
を
基
に
地
形
を
調
べ
る
手
法

だ
が
、
写
真
測
量
と
異
な
り
、
レ
ー
ザ
ー
は

枝
葉
を
す
り
抜
け
て
地
表
面
ま
で
到
達
す

る
た
め
、
樹
木
の
下
の
地
形
ま
で
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
従
来
の
有
人
航
空
機
に
よ
る

レ
ー
ザ
ー
計
測
と
比
べ
、
狭
い
範
囲
を
低
高

度
で
精
密
に
計
測
で
き
る
の
が
利
点
だ
。

　
今
後
、
渡
辺
社
長
が
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
が
、

水
中
地
形
計
測
で
あ
る
。
現

状
で
は
二
百
メ
ー
ト
ル
ご
と

の
定
期
横
断
測
量
に
よ
る
断

面
図
デ
ー
タ
し
か
存
在
し
て

い
な
い
が
、
上
空
か
ら
水
中

の
地
形
を
詳
細
に
捉
え
る
こ

と
で
、
洪
水
の
流
水
計
算
に

も
役
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

「
あ
と
は
I
o
T
セ
ン
サ
ー
を

用
い
た
計
測
も
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
地
滑
り
や
崩
落
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
検
知
し
て
デ
ー
タ
を
取
得

す
れ
ば
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
や
対
策
に
も

役
立
つ
と
思
い
ま
す
」

　
災
害
が
頻
発
す
る
昨
今
、
人
々
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
も
、
同
社
の
活
躍
が
ま

す
ま
す
期
待
さ
れ
る
。

機
体
設
計・製
作
、現
地
計
測
か
ら
デ
ー
タ
解
析
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
、

高
精
度
の
測
量・計
測
を
実
現
し
た
ル
ー
チ
ェ
サ
ー
チ  

《
広
島
市
》

二
〇
一
六
年
度
ロ
ボ
ッ
ト
大
賞
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
同
社
は
、そ
の
高

い
技
術
力
と
、デ
ー
タ
解
析・画
像
処
理
能
力
を
生
か
し
た
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

武
器
に
、土
木
か
ら
林
業
、農
業
へ
と
測
量
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
広
げ
て
い
る
。

航空用レーザーシステムを搭載したSPIDER
写真提供：ルーチェサーチ株式会社

レーザー計測による点群データから三次元データを作成
画像提供：ルーチェサーチ株式会社

低高度のレーザー計測で樹木の下の地形を精密に捉えられるようになった
画像提供：ルーチェサーチ株式会社 渡辺豊社長

高
性
能
で
安
定
し
た

小
型
無
人
ヘ
リ
を
開
発

地
震
や
土
砂
崩
れ
な
ど

災
害
調
査
で
活
躍

設
計
か
ら
デ
ー
タ
開
発
ま
で

一
気
通
貫
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

高
機
能
レ
ー
ザ
ー
の
搭
載
で

調
査
対
象
が
さ
ら
に
広
が
る
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ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と

〝
お
い
し
い
〞の
声
か
ら
起
業
を
決
意
、「
ナ
ッツ
の
蜂
蜜
漬
け
」を

鳥
取
か
ら
世
界
に
届
け
る
麻
田 

恵
さ
ん

85

文：藤沢 享乃（広島市在住）　写真撮影：阿部 章仁（岡山県出身）

麻田 恵〈あさだ・めぐみ〉
p r o f i l e

鳥取県立倉吉産業高等学校（現・倉吉総合産業高等学校）卒業後、大阪の専門

学校に入学。エステティシャンとして働いた後、家電量販店での販売、医療事務な

どを経験。2005年に結婚し、埼玉県で双子の子育てをしながら専門学校に通い簿

記2級を取得。2009年に倉吉市にUターンし、経理担当事務員や飲食店員として

働いた後、2013年に株式会社MY HONEYを設立し、代表取締役に就任。

友
人
か
ら
も
ら
っ
た
お
土
産
品
を
き
っ
か
け
に
「
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
」
を
作
り
始
め
、
お
い
し
さ
が
評
判
を
呼
び
、
商
品
化
の
た
め
に
会
社
を
設
立
。

手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
は
、
右
肩
上
が
り
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
鳥
取
か
ら
全
国
、
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

　
美
容
効
果
の
高
さ
か
ら
、
若
い
女
性
の
間

で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
「
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜

漬
け
」。
抗
酸
化
物
質
の
ビ
タ
ミ
ン
E
が
豊

富
な
ア
ー
モ
ン
ド
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維

が
多
い
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
認
知
症
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
ク
ル
ミ
、
肌
に
潤

い
を
も
た
ら
す
パ
ル
ミ
ト
レ
イ
ン
酸
な
ど
が

入
っ
た
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
ビ
タ
ミ

ン
B1
、
B2
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
た
っ
ぷ
り
含

ま
れ
た
蜂
蜜
に
漬
け
た
も
の
で
、
ま
さ
に
天

然
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
意
外
な
こ
と

に
カ
ロ
リ
ー
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
た
め
、

効
果
的
に
取
れ
ば
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
腸
内
環
境

改
善
に
も
な
る
と
し
て
人
気
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
い
わ
れ
て
い

る
の
が
、
鳥
取
県
倉
吉
市
の
株
式
会
社
M
Y 

「
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
」

ブ
ー
ム
の
火
付
け
役

M
Y 

H
O
N
E
Y
に
込
め
ら
れ
た

大
切
な
人
へ
の
思
い

従
業
員
は
仲
間
で
あ
り

商
品
を
愛
す
る
フ
ァ
ン

H
O
N
E
Y
で
あ
る
。
会
社
設
立
は
二
〇
一

三
（
平
成
二
十
五
）
年
九
月
。
翌
年
の
日
本

最
大
の
食
品
見
本
市
「
F
O
O
D
E
X 

J
A
P
A
N
」
の
美
食
女
子
グ
ラ
ン
プ
リ
金

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
、
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
モ
デ
ル
や
女
性
タ
レ
ン
ト
の
間
で
評
判

と
な
り
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
女
性
た
ち
へ
と

ブ
ー
ム
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
そ
の
も
の
は
以
前
か

ら
あ
っ
た
が
、
M
Y 

H
O
N
E
Y
の
商
品
を

き
っ
か
け
に
食
べ
る
人
が
増
え
た
の
は
、
お

い
し
さ
が
他
と
一
線
を
画
す
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
の
レ
シ
ピ
を
考
案
し
、
同
社
を
設
立
し
た

の
が
麻
田
恵
さ
ん
。
現
在
で
は
代
表
取
締

役
と
し
て
世
界
を
駆
け
回
る
麻
田
さ
ん
だ

が
、
起
業
前
は
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
や
家
電
量
販

店
、
病
院
な
ど
に
勤
務
し
、
結
婚
後
は
主

婦
そ
し
て
双
子
の
娘
の
母
と
し
て
、
家
庭
を

守
る
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
。

　
麻
田
さ
ん
が
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
を
知
っ

た
の
は
、
数
年
前
に
友
人
か
ら
も
ら
っ
た
東

欧
の
お
土
産
品
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
気
に

入
っ
た
麻
田
さ
ん
は
、
早
速
自
分
で
も
作
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。「
せ
っ
か
く
作
る
な

ら
、
お
い
し
い
も
の
を
作
り
た
い
」

―
最

初
は
そ
ん
な
思
い
で
と
り
か
か
っ
て
い
た

が
、
な
か
な
か
納
得
の
い
く
味
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
、
麻
田
さ
ん
の
探
究
心
に
火

が
つ
く
。
夫
の
雄
一
さ
ん
と
一
緒
に
、
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
中
か
ら
五
十
種
類
以
上
の

蜂
蜜
を
取
り
寄
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
ブ
レ

ン
ド
し
て
よ
り
完
成
度
の
高
い
も
の
を
目
指

し
て
い
っ
た
。

　
一
口
に
蜂
蜜
と
い
っ
て
も
、
原
料
の
花
や

木
に
よ
っ
て
そ
の
味
わ
い
は
異
な
る
。
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
も
の
、
甘
味
の
強
い
も
の
、

香
り
が
強
い
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
蜂
蜜
を

絶
妙
な
割
合
で
ブ
レ
ン
ド
す
れ
ば
、
毎
日
食

べ
て
も
飽
き
の
こ
な
い
も
の
に
な
る
に
違
い

な
い
と
考
え
た
。
試
作
を
繰
り
返
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
を
完

成
さ
せ
た
。

　
当
時
の
麻
田
さ
ん
に
は
、
完
成
品
を
商

品
化
す
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

自
分
と
家
族
の
た
め
に
作
り
、
お
い
し
か
っ

た
の
で
周
り
に
も
お
す
そ
分
け
し
た
い
気
持

ち
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
人
た
ち

か
ら
「
こ
れ
は
お
い
し
い
。
ま
た
食
べ
た
い
」

と
好
評
を
得
た
こ
と
で
、
商
品
化
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
。

　
雄
一
さ
ん
は
、
起
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の

会
を
主
宰
し
た
経
験
も
あ
っ
て
起
業
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
明
る
い
知
人
が
多
か
っ
た
。

彼
ら
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
こ
れ
は
絶
対
に

商
品
化
で
き
る
」
と
後
押
し
さ
れ
た
。
周

り
の
人
が
勧
め
て
く
れ
た
こ
と
で
、
麻
田
さ

ん
は
起
業
を
決
心
す
る
。
社
名
の
名
付
け

親
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
に
相
談
し
た

イ
ン
ド
人
の
著
名
起
業
家
だ
っ
た
。

「
日
本
人
は
『
M
Y 

H
O
N
E
Y
』
と
い
う

言
葉
は
照
れ
く
さ
く
て
口
に
し
ま
せ
ん
が
、

『
大
切
な
人
の
た
め
に
心
を
込
め
て
作
る
』

と
い
う
気
持
ち
は
社
名
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思

い
ま
し
た
」
と
麻
田
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
社
名
に
込
め
ら
れ
た
麻
田
さ
ん
の
思
い

は
、
商
品
作
り
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
だ
わ
り
の
一
つ
は
、
家
族
に
温
か
な
食

事
を
用
意
す
る
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
作
る

こ
と
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
全
国
か

ら
注
文
が
寄
せ
ら
れ
る
商
品
は
全
て
、
地
元

鳥
取
県
で
手
作
り
し
て
い
る
。

「
従
業
員
約
五
十
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
元

の
女
性
た
ち
で
す
。
彼
女
た
ち
は
商
品
を

愛
し
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
私
の

こ
だ
わ
り
を
理
解
し
て
く
れ
る
仲
間
で
も
あ

り
ま
す
。
仲
間
と
共
に
作
る
と
い
う
方
針

は
こ
れ
か
ら
も
変
え
ず
、
注
文
数
が
増
え

た
ら
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
働
い
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
地
元
の

雇
用
に
も
貢
献
で
き
ま
す
」

　
も
う
一
つ
の
こ
だ
わ
り
が
お
い
し
さ
を
徹

底
的
に
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
試
作
の
段

階
で
出
合
っ
た
大
山
産
の
蜂
蜜
が
商
品
の
ア

ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
が
、
採
用
し
た
理

由
は
地
元
だ
か
ら
で
は
な
く
、
試
し
て
み
た

ら
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
華
や
か
な
香
り
が
シ
ン

プ
ル
な
味
の
ア
カ
シ
ア
ハ
ニ
ー
と
絶
妙
に

マ
ッ
チ
し
た
か
ら
だ
。
味
の
追
求
に
関
し
て

は
、
た
と
え
地
元
産
で
も
特
別
扱
い
し
な
い

の
が
麻
田
さ
ん
の
姿
勢
で
あ
る
。
商
品
レ
シ

ピ
は
今
な
お
研
究
中
で
、
も
っ
と
お
い
し
く

な
る
方
法
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
常
に
改

良
を
重
ね
て
い
る
。

　
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）

年
十
二
月
に
は
、
天
然
・
非
加

熱
の
生
蜂
蜜
を
使
っ
た
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ハ
ニ
ー
ケ
ア
製
品
を
発

売
し
た
。
美
容
へ
の
関
心
が
高

い
顧
客
の
心
を
摑
み
、
さ
ら
な

る
事
業
拡
大
を
果
た
し
た
が
、

初
め
か
ら
自
分
た
ち
だ
け
で
企

画
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
雄
一
さ
ん
が

何
十
年
ぶ
り
か
に
再
会
し
た
親
戚
が
、
ア

ジ
ア
で
講
演
会
を
す
る
ほ
ど
の
カ
リ
ス
マ
美

容
師
に
な
っ
て
お
り
、
彼
と
話
し
て
「
世

界
一
の
最
高
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
開
発
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
一
致
し
た
。
ナ
ッ
ツ
の

蜂
蜜
漬
け
を
作
っ
た
と
き
の
よ
う
に
研
究

を
重
ね
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
上
で

生
ま
れ
た
商
品
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
人
と
の
縁
は
、
商
品
の
海
外
展

開
に
も
つ
な
が
っ
た
。
娘
の
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ

ス
ン
の
た
め
、
月
に
一
度
ロ
ン
ド
ン
に
付
き

添
い
で
行
く
麻
田
さ
ん
は
、
先
生
や
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
音
楽
関
係
者
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
た

人
た
ち
に
も
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
を
配
っ
て

い
た
。
す
る
と
、
そ
こ
で
も
周
囲
か
ら
販
売

を
勧
め
ら
れ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
日
本
よ
り
も
蜂
蜜
を

食
す
る
習
慣
が
あ
る
よ
う
で
『
ロ
ン
ド
ン
で

は
こ
の
よ
う
な
商
品
は
見
た
こ
と
が
な
い
！

こ
れ
は
お
い
し
い
』
と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
ま

し
た
」

　
鳥
取
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
家
族
付
き

合
い
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、
同
じ
よ
う
な
感

覚
で
人
と
接
し
て
い
る
麻
田
さ
ん
。
そ
の
一

方
で
、
違
う
風
が
サ
ッ
と
吹
け
ば
、
臆
せ
ず

に
そ
の
風
に
ふ
わ
り
と
飛
び
乗
っ
て
、
巧
み

に
新
し
い
展
開
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
。

「
鳥
取
県
に
住
ん
で
い
る
と
、
家
族
の
支
え

が
あ
っ
て
、
存
分
に
時
間
を
か
け
る
ゆ
と
り

が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
と
こ
と
ん
納
得
が

い
く
ま
で
こ
だ
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
の
主
婦
で
無
知
だ
っ
た
私
が
、
今
で

は
、
起
業
前
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
と
常
に
や
り
と
り
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
す
ば
や
く

行
動
に
移
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
会
社
を

き
っ
か
け
に
出
会
え
た
方
々
と
の
縁
で
、
私

た
ち
家
族
は
楽
し
く
世
界
を
駆
け
回
っ
て
い

ま
す
」

《
鳥
取
県
倉
吉
市
》

プレゼントとしても人気を集める「ナッツの蜂蜜漬け」

食品見本市で美食女子グランプリ金賞を受賞
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藤沢 享乃〈ふじさわ・ゆきの〉
鹿児島県生まれ。ライター、よつば編集広告
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広島県でフリーライターに。現在は、ライター
仲間と設立したよつば編集広告事務所を拠点
に、地域に根ざした記事を執筆している。

　
美
容
効
果
の
高
さ
か
ら
、
若
い
女
性
の
間

で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
「
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜

漬
け
」。
抗
酸
化
物
質
の
ビ
タ
ミ
ン
E
が
豊

富
な
ア
ー
モ
ン
ド
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維

が
多
い
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
認
知
症
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
ク
ル
ミ
、
肌
に
潤

い
を
も
た
ら
す
パ
ル
ミ
ト
レ
イ
ン
酸
な
ど
が

入
っ
た
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
ビ
タ
ミ

ン
B1
、
B2
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
た
っ
ぷ
り
含

ま
れ
た
蜂
蜜
に
漬
け
た
も
の
で
、
ま
さ
に
天

然
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
意
外
な
こ
と

に
カ
ロ
リ
ー
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
た
め
、

効
果
的
に
取
れ
ば
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
腸
内
環
境

改
善
に
も
な
る
と
し
て
人
気
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
い
わ
れ
て
い

る
の
が
、
鳥
取
県
倉
吉
市
の
株
式
会
社
M
Y 

人
と
の
縁
か
ら
新
商
品
が
誕
生

海
外
展
開
も
開
始

H
O
N
E
Y
で
あ
る
。
会
社
設
立
は
二
〇
一

三
（
平
成
二
十
五
）
年
九
月
。
翌
年
の
日
本

最
大
の
食
品
見
本
市
「
F
O
O
D
E
X 

J
A
P
A
N
」
の
美
食
女
子
グ
ラ
ン
プ
リ
金

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
、
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
モ
デ
ル
や
女
性
タ
レ
ン
ト
の
間
で
評
判

と
な
り
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
女
性
た
ち
へ
と

ブ
ー
ム
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
そ
の
も
の
は
以
前
か

ら
あ
っ
た
が
、
M
Y 

H
O
N
E
Y
の
商
品
を

き
っ
か
け
に
食
べ
る
人
が
増
え
た
の
は
、
お

い
し
さ
が
他
と
一
線
を
画
す
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
の
レ
シ
ピ
を
考
案
し
、
同
社
を
設
立
し
た

の
が
麻
田
恵
さ
ん
。
現
在
で
は
代
表
取
締

役
と
し
て
世
界
を
駆
け
回
る
麻
田
さ
ん
だ

が
、
起
業
前
は
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
や
家
電
量
販

店
、
病
院
な
ど
に
勤
務
し
、
結
婚
後
は
主

婦
そ
し
て
双
子
の
娘
の
母
と
し
て
、
家
庭
を

守
る
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
。

　
麻
田
さ
ん
が
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
を
知
っ

た
の
は
、
数
年
前
に
友
人
か
ら
も
ら
っ
た
東

欧
の
お
土
産
品
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
気
に

入
っ
た
麻
田
さ
ん
は
、
早
速
自
分
で
も
作
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。「
せ
っ
か
く
作
る
な

ら
、
お
い
し
い
も
の
を
作
り
た
い
」

―
最

初
は
そ
ん
な
思
い
で
と
り
か
か
っ
て
い
た

が
、
な
か
な
か
納
得
の
い
く
味
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
、
麻
田
さ
ん
の
探
究
心
に
火

が
つ
く
。
夫
の
雄
一
さ
ん
と
一
緒
に
、
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
中
か
ら
五
十
種
類
以
上
の

蜂
蜜
を
取
り
寄
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
ブ
レ

ン
ド
し
て
よ
り
完
成
度
の
高
い
も
の
を
目
指

し
て
い
っ
た
。

　
一
口
に
蜂
蜜
と
い
っ
て
も
、
原
料
の
花
や

木
に
よ
っ
て
そ
の
味
わ
い
は
異
な
る
。
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
も
の
、
甘
味
の
強
い
も
の
、

香
り
が
強
い
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
蜂
蜜
を

絶
妙
な
割
合
で
ブ
レ
ン
ド
す
れ
ば
、
毎
日
食

べ
て
も
飽
き
の
こ
な
い
も
の
に
な
る
に
違
い

な
い
と
考
え
た
。
試
作
を
繰
り
返
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
を
完

成
さ
せ
た
。

　
当
時
の
麻
田
さ
ん
に
は
、
完
成
品
を
商

品
化
す
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

自
分
と
家
族
の
た
め
に
作
り
、
お
い
し
か
っ

た
の
で
周
り
に
も
お
す
そ
分
け
し
た
い
気
持

ち
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
人
た
ち

か
ら
「
こ
れ
は
お
い
し
い
。
ま
た
食
べ
た
い
」

と
好
評
を
得
た
こ
と
で
、
商
品
化
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
。

　
雄
一
さ
ん
は
、
起
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の

会
を
主
宰
し
た
経
験
も
あ
っ
て
起
業
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
明
る
い
知
人
が
多
か
っ
た
。

彼
ら
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
こ
れ
は
絶
対
に

商
品
化
で
き
る
」
と
後
押
し
さ
れ
た
。
周

り
の
人
が
勧
め
て
く
れ
た
こ
と
で
、
麻
田
さ

ん
は
起
業
を
決
心
す
る
。
社
名
の
名
付
け

親
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
に
相
談
し
た

イ
ン
ド
人
の
著
名
起
業
家
だ
っ
た
。

「
日
本
人
は
『
M
Y 

H
O
N
E
Y
』
と
い
う

言
葉
は
照
れ
く
さ
く
て
口
に
し
ま
せ
ん
が
、

『
大
切
な
人
の
た
め
に
心
を
込
め
て
作
る
』

と
い
う
気
持
ち
は
社
名
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思

い
ま
し
た
」
と
麻
田
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
社
名
に
込
め
ら
れ
た
麻
田
さ
ん
の
思
い

は
、
商
品
作
り
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
だ
わ
り
の
一
つ
は
、
家
族
に
温
か
な
食

事
を
用
意
す
る
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
作
る

こ
と
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
全
国
か

ら
注
文
が
寄
せ
ら
れ
る
商
品
は
全
て
、
地
元

鳥
取
県
で
手
作
り
し
て
い
る
。

「
従
業
員
約
五
十
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
元

の
女
性
た
ち
で
す
。
彼
女
た
ち
は
商
品
を

愛
し
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
私
の

こ
だ
わ
り
を
理
解
し
て
く
れ
る
仲
間
で
も
あ

り
ま
す
。
仲
間
と
共
に
作
る
と
い
う
方
針

は
こ
れ
か
ら
も
変
え
ず
、
注
文
数
が
増
え

た
ら
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
働
い
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
地
元
の

雇
用
に
も
貢
献
で
き
ま
す
」

　
も
う
一
つ
の
こ
だ
わ
り
が
お
い
し
さ
を
徹

底
的
に
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
試
作
の
段

階
で
出
合
っ
た
大
山
産
の
蜂
蜜
が
商
品
の
ア

ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
が
、
採
用
し
た
理

由
は
地
元
だ
か
ら
で
は
な
く
、
試
し
て
み
た

ら
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
華
や
か
な
香
り
が
シ
ン

プ
ル
な
味
の
ア
カ
シ
ア
ハ
ニ
ー
と
絶
妙
に

マ
ッ
チ
し
た
か
ら
だ
。
味
の
追
求
に
関
し
て

は
、
た
と
え
地
元
産
で
も
特
別
扱
い
し
な
い

の
が
麻
田
さ
ん
の
姿
勢
で
あ
る
。
商
品
レ
シ

ピ
は
今
な
お
研
究
中
で
、
も
っ
と
お
い
し
く

な
る
方
法
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
常
に
改

良
を
重
ね
て
い
る
。

　
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）

年
十
二
月
に
は
、
天
然
・
非
加

熱
の
生
蜂
蜜
を
使
っ
た
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ハ
ニ
ー
ケ
ア
製
品
を
発

売
し
た
。
美
容
へ
の
関
心
が
高

い
顧
客
の
心
を
摑
み
、
さ
ら
な

る
事
業
拡
大
を
果
た
し
た
が
、

初
め
か
ら
自
分
た
ち
だ
け
で
企

画
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
雄
一
さ
ん
が

何
十
年
ぶ
り
か
に
再
会
し
た
親
戚
が
、
ア

ジ
ア
で
講
演
会
を
す
る
ほ
ど
の
カ
リ
ス
マ
美

容
師
に
な
っ
て
お
り
、
彼
と
話
し
て
「
世

界
一
の
最
高
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
開
発
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
一
致
し
た
。
ナ
ッ
ツ
の

蜂
蜜
漬
け
を
作
っ
た
と
き
の
よ
う
に
研
究

を
重
ね
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
上
で

生
ま
れ
た
商
品
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
人
と
の
縁
は
、
商
品
の
海
外
展

開
に
も
つ
な
が
っ
た
。
娘
の
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ

ス
ン
の
た
め
、
月
に
一
度
ロ
ン
ド
ン
に
付
き

添
い
で
行
く
麻
田
さ
ん
は
、
先
生
や
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
音
楽
関
係
者
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
た

人
た
ち
に
も
ナ
ッ
ツ
の
蜂
蜜
漬
け
を
配
っ
て

い
た
。
す
る
と
、
そ
こ
で
も
周
囲
か
ら
販
売

を
勧
め
ら
れ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
日
本
よ
り
も
蜂
蜜
を

食
す
る
習
慣
が
あ
る
よ
う
で
『
ロ
ン
ド
ン
で

は
こ
の
よ
う
な
商
品
は
見
た
こ
と
が
な
い
！

こ
れ
は
お
い
し
い
』
と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
ま

し
た
」

　
鳥
取
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
家
族
付
き

合
い
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、
同
じ
よ
う
な
感

覚
で
人
と
接
し
て
い
る
麻
田
さ
ん
。
そ
の
一

方
で
、
違
う
風
が
サ
ッ
と
吹
け
ば
、
臆
せ
ず

に
そ
の
風
に
ふ
わ
り
と
飛
び
乗
っ
て
、
巧
み

に
新
し
い
展
開
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
。

「
鳥
取
県
に
住
ん
で
い
る
と
、
家
族
の
支
え

が
あ
っ
て
、
存
分
に
時
間
を
か
け
る
ゆ
と
り

が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
と
こ
と
ん
納
得
が

い
く
ま
で
こ
だ
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
の
主
婦
で
無
知
だ
っ
た
私
が
、
今
で

は
、
起
業
前
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
と
常
に
や
り
と
り
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
す
ば
や
く

行
動
に
移
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
会
社
を

き
っ
か
け
に
出
会
え
た
方
々
と
の
縁
で
、
私

た
ち
家
族
は
楽
し
く
世
界
を
駆
け
回
っ
て
い

ま
す
」

　
木
綿
の
集
積
地
と
し
て
多
く
の
船
が
往
来

し
、
市
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
出
雲
市
平

田
町
。
当
時
の
町
並
み
が
美
し
く
保
存
さ
れ

た
「
木
綿
街
道
」
の
一
角
に
、
創
業
百
四
十

周
年
を
迎
え
た
酒
持
田
本
店
は
あ
る
。
水

運
に
恵
ま
れ
た
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
通
り

に
、
か
つ
て
は
酒
蔵
と
醬
油
蔵
が
三
軒
ず
つ

建
ち
、
松
江
と
出
雲
を
結
ぶ
一
畑
電
車
沿
線

に
は
、
出
雲
杜
氏
や
蔵
人
た
ち
が
六
百
人
も

住
ん
で
い
た
と
い
う
。

　
酒
造
り
が
盛
ん
な
地
域
の
文
化
は
今
な
お

残
る
。
酒
造
り
の
神
様
を
祀
る
地
元
の
佐
香

神
社
で
は
、
毎
年
十
月
十
三
日
に
例
大
祭
が

行
わ
れ
、
醸
造
関
係
者
が
集
結
し
、
出
雲
杜

氏
が
造
っ
た
ど
ぶ
ろ
く
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

　
今
回
紹
介
す
る
名
酒
は
、
純
米
吟
醸
「
ヤ

マ
サ
ン
正
宗
」
の
佐
香
錦
。
神
社
の
名
を
冠

し
た
県
の
酒
造
好
適
米
を
用
い
、
お
米
の
味

が
し
っ
か
り
と
残
る
島
根
ら
し
い
酒
で
あ

る
。
飲
み
ご
た
え
が
あ
る
が
す
っ
き
り
と
し
、

後
味
が
良
い
の
も
特
徴

だ
。
夏
は
冷
酒
、
そ
の

ほ
か
の
季
節
は
常
温
を

お
薦
め
し
た
い
。

　
こ
の
名
酒
と
一
緒
に

味
わ
い
た
い
一
品
が
、

「
赤
貝
の
殻
蒸
し
」
で
あ
る
。
赤
貝
を
少
量

の
醬
油
、
酒
、
砂
糖
、
み
り
ん
で
殻
ご
と
蒸

し
煮
し
た
も
の
で
、
宍
道
湖
・
中
海
沿
岸

の
地
域
で
よ
く
食
さ
れ
る
。

「
昔
か
ら
地
域
の
食
と
酒
は
切
り
離
せ
な
い

関
係
に
あ
り
、
そ
の
地
域
で
何
を
食
す
か
に

よ
っ
て
好
ま
れ
る
酒
も
異
な
り
ま
す
」
と
持

田
祐
輔
社
長
は
語
る
。
濃
く
て
甘
い
醬
油
を

使
う
こ
の
地
域
で
は
、
料
理
に
合
わ
せ
る
酒

も
う
ま
味
が
あ
っ
て
濃
厚
な
方
が
好
ま
れ

る
。
そ
の
酒
粕
を
使
っ
て
さ
さ
み
肉
を
味
噌

と
と
も
に
漬
け
た
「
鶏
さ
さ
み
の
粕
味
噌
漬

け
」
も
お
薦
め
の
一
品
で
あ
る
。

　
酒
蔵
が
身
近
に
あ
っ
た
昔
は
、
酒
造
り
の

時
期
や
工
程
を
基
礎
知
識
と
し
て
知
る
一
般

の
人
も
多
か
っ
た
が
、
生
産
地
と
消
費
地
が

離
れ
る
現
代
で
は
、
知
る
人
が
少
な
く
な
っ

た
。
酒
持
田
本
店
で
は
日
本
酒
の
造
り
方
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

蔵
見
学
を
積
極
的
に
行
い
、
田
植
え
か
ら
酒

造
り
、
ラ
ベ
ル
貼
り
ま
で
行
う
体
験
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
て
い
る
。

「
甘
口
、
辛
口
の
分
類
だ
け
で
な
く
、
味
わ

い
方
に
幅
が
あ
る
の
が
日
本
酒
の
魅
力
。
お

店
の
人
に
聞
き
な
が
ら
、
一
本
一
本
異
な
る

味
覚
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」

海外での試食会

懐かしい小物が展示された土間

2016年に発売したオーガニックハニーケア製品

ヨーグルトやシリアルとの相性が抜群
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　薄
曇
り
の
空
を
背
景
に
、
砂
浜
で
横
一
列

に
並
ぶ
家
族
の
肖
像
。《
パ
パ
と
マ
マ
と
コ
ド

モ
た
ち
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
両
親
と
子

ど
も
た
ち
四
人
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、

実
に
不
思
議
な
写
真
で
あ
る
。
ま
ず
、
六
人

に
笑
顔
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
が
き
ち
ん
と
ポ
ー

ズ
を
と
っ
て
い
る
。
自
転
車
に
乗
り
正
面
を

見
つ
め
る
長
男
、
お
も
ち
ゃ
の
ピ
ス
ト
ル
を

片
手
に
横
を
向
く
次
男
、
花
一
輪
を
手
に
持

ち
か
し
こ
ま
る
長
女
、
前
掛
け
を
し
た
幼
い

三
男
は
か
が
ん
で
い
る
。
和
服
姿
の
マ
マ
は
、

濃
い
色
の
着
物
の
前
で
手
の
ひ
ら
を
大
き
く

開
き
、
パ
パ
は
山
高
帽
を
か
ぶ
り
、
コ
ウ
モ

リ
傘
を
ス
テ
ッ
キ
の
よ
う
に
持
っ
て
い
る
。

　こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
家
族
写
真
を
撮
影
し
た

の
は
、
写
真
家
・
植
田
正
治
。
い
や
、
撮

影
と
い
っ
て
も
こ
こ
に
写
っ
て
い
る
パ
パ
が
、

植
田
自
身
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
た
の
は
植
田
で
は
な
い
。
植
田
は
、

「
写
真
を
撮
る
」
で
は
な
く
「
写
真
す
る
」

と
い
う
言
い
回
し
を
よ
く
使
っ
て
い
た
。
植

田
に
と
っ
て「
写
真
す
る
」と
は
、シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
だ
け
で
な
く
、「
撮
る
」
前
の
構
想
、

そ
し
て
撮
影
後
の
現
像
や
焼
き
付
け
と
い
っ

た
一
枚
の
プ
リ
ン
ト
を
得
る
た
め
の
全
て
の

工
程
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
デ
ジ
カ

メ
や
ス
マ
ホ
で
、
手
軽
に
「
写
真
」
が
得
ら

れ
る
現
在
と
は
状
況
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　植
田
正
治
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、

山
陰
の
漁
港
、
境
港
が
あ
る
鳥
取
県
西
伯

郡
境
町
（
現
・
境
港
市
）
に
生
ま
れ
た
。

幼
い
こ
ろ
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
高
畠
華
宵

ら
の
挿
絵
を
好
み
、
画
家
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
感
性
豊
か
で
、

好
奇
心
旺
盛
な
少
年
が
写
真
と
出
会
い
、

夢
中
に
な
っ
た
の
は
必
然
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
旧
制
中
学
を
卒
業
す
る
と
短
い

期
間
、
東
京
で
写
真
の
技
術
的
な
こ
と
を

学
び
、
境
港
で
植
田
写
真
場
を
開
業
し
た
。

り
込
む
一
方
で
、
写
真
館
を
切
り
盛
り
し
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
写
真
家
と
し
て
の
植

田
を
ひ
た
す
ら
支
え
続
け
た
の
が
紀
枝
で

あ
っ
た
。
妻
の
死
に
直
面
し
、
写
真
が
撮
れ

な
い
、
苦
し
い
日
々
が
続
い
た
と
い
う
。

　そ
ん
な
植
田
に
再
び
、「
写
真
す
る
こ
と
」

そ
の
こ
ろ
と
前
後
し
て
、
米
子
写
友
会
な

ど
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
ク
ラ
ブ
に
参

加
し
、
カ
メ
ラ
雑
誌
の
誌
上
コ
ン
テ
ス
ト
に

熱
心
に
投
稿
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
写
真

に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　植
田
は
、
初
め
地
元
の
先
達
・
塩
谷
定

好
ら
の
い
わ
ゆ
る
芸
術
写
真
に
強
く
影
響
を

受
け
る
が
、
同
時
に
海
外
の
前
衛
的
な
写

真
表
現
に
も
雑
誌
な
ど
を
通
し
て
触
れ
、

自
身
の
写
真
表
現
を
模
索
す
る
と
と
も
に

そ
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
誌
上

コ
ン
テ
ス
ト
に
度
々
入
選
し
、
自
身
の
作
品

が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
信

を
深
め
、
そ
の
後
、
山
陰
、
山
陽
の
写
真

仲
間
と
中
国
写
真
家
集
団
を
結
成
し
、
一
九

三
七
（
昭
和
十
二
）
年
か
ら
四
回
に
わ
た
り

東
京
で
展
覧
会
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
第
三

回
展
に
出
品
さ
れ
た
の
が
、
植
田
の
戦
前
の

代
表
作
で
あ
る
《
少
女
四
態
》
で
あ
る
。

こ
の
作
品
以
降
、
戦
争
に
よ
る
中
断
は
あ
る

も
の
の
、
先
に
触
れ
た
家
族
写
真
、
鳥
取

砂
丘
で
の
群
像
写
真
な
ど
砂
浜
や
砂
丘
で
の

演
出
写
真
は
、
植
田
独
自
の
表
現
ス
タ
イ
ル

と
な
っ
た
。

　し
か
し
、
一
九
五
〇（
昭
和
二
十
五
）
年
、

当
時
ア
マ
チ
ュ
ア
に
大
き
な
影
響
力
の
あ
っ

た
土
門
拳
が
、「
絶
対
非
演
出
の
絶
対
ス
ナ
ッ

プ
」
を
唱
え
、
リ
ア
リ
ズ
ム
運
動
を
展
開
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
田
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム

と
は
対
極
に
あ
る
自
身
の
演
出
写
真
か
ら
離

れ
、
独
自
の
表
現
を
再
び
模
索
す
る
こ
と
に

な
る
。

　そ
の
後
、
ヌ
ー
ド
や
、
主
観
主
義
と
呼
ば

れ
る
造
形
的
な
傾
向
の
強
い
作
品
を
雑
誌
に

発
表
し
て
い
た
植
田
が
、
一
九
五
九
（
昭
和

三
十
四
）
年
、
自
ら
自
身
の
進
む
べ
き
道
を

確
信
し
た
と
周
囲
に
語
っ
た
の
が《
白
い
道
》

を
は
じ
め
と
す
る
〈
童
暦
〉
の
シ
リ
ー
ズ
で

あ
る
。
四
季
折
々
の
山
陰
の
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
捉
え
た
数
々
の
作
品
は
、一
九
七
一（
昭

和
四
十
六
）年
に
写
真
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
写
真
集
は
、
植
田
の
再
評
価
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
周
囲
の
評
価

と
は
別
に
一
九
七
〇
年
代
、
さ
ら
に
精
力
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
一
九
七
二
、
七

三
年
の
二
回
の
渡
欧
と
写
真
集
『
音
の
な
い

記
憶
』
の
発
表
、
十
二
年
間
、
十
三
回
に

わ
た
る
〈
小
さ
い
伝
記
〉
シ
リ
ー
ズ
の
連
載

な
ど
、
写
真
家
と
し
て
最
も
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
植

田
が
七
十
歳
を
迎
え
る
こ
ろ
、
再
び
転
機
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
、
か
け
が

え
の
な
い
存
在
を
失
っ
た
。
妻
・
紀
枝
の
死

で
あ
る
。
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
の
結
婚

以
来
、
植
田
が
自
分
の
好
き
な
写
真
に
の
め

を
促
し
た
の
が
、
次
男
の
充
で
あ
っ
た
。
充

は
、
東
京
で
ア
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
お
り
、
知
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
菊
池
武
夫
の
洋
服
の
撮
影
を

植
田
に
持
ち
か
け
た
と
い
う
。
し
か
も
、
撮

影
地
は
、
か
つ
て
演
出
写
真
の
舞
台
と
し
た

鳥
取
砂
丘
で
あ
っ
た
。
七
十
歳
を
迎
え
た
写

真
家
が
、新
し
い
分
野
、し
か
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
写
真
に
挑
戦
す
る
こ
と
自
体
が
驚
き
で
あ

る
が
、
砂
丘
で
展
開
さ
れ
た
〈
砂
丘
モ
ー
ド
〉

と
呼
ば
れ
る
作
品
群
は
、
国
内
外
で
高
い
評

価
を
得
る
と
と
も
に
、
写
真
家
と
し
て
の
植

田
の
存
在
を
多
く

の
人
々
に
知
ら
し

め
る
こ
と
に
な
っ

た
。一
九
九
六（
平

成
八
）
年
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
芸
術
文

化
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
を
受
章
し
て
い
る
。

「
山
陰
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア

精
神
を
持
ち
続
け
た
写
真
家
」
と
評
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
か
た
く
な
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
植
田
で
は
あ
る
が
、
生
涯
に
わ
た
り
、
純

粋
に
「
写
真
す
る
こ
と
」
を
愛
し
た
。
そ
の

表
現
ス
タ
イ
ル
も
、
何
か
一
つ
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
、
多
彩
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇（
平

成
十
二
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
実
験
精
神

旺
盛
な
変
幻
自
在
の
写
真
家
で
あ
っ
た
。

（
文
・
植
田
正
治
写
真
美
術
館
学
芸
員

　北
瀬 

和
世
）

う
え

だ

し
ょ
う

じ

植
田 

正
治
［1913-2000］
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《パパとママとコドモたち》　1949年

た
か
ば
た
け
か
し
ょ
う

し
お
た
に 

て
い

ど
も
ん
け
ん

こ
う

み
つ
る

写
真
す
る
こ
と

独
自
の
表
現
ス
タ
イ
ル

進
む
べ
き
道

再
び
砂
丘
へ

《少女四態》　1939年

《白い道》　1959年／シリーズ〈童暦〉より

シリーズ〈小さい伝記〉より　1975年

シリーズ〈砂丘モード〉より　1983年
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美作の伝説上の人物で、京まで三歩で
行った「さんぶ太郎」の足形を模した足湯

円仁法師像

源泉の一つが湧く塩湯社
（しおゆしゃ）

作図：小学館クリエイティブ

湯
郷
温
泉

癒
や
し
の

湯
め
ぐ
り
紀

《
岡
山
県
美
作
市
》

6

　
湯
郷
温
泉
は
岡
山
県
北
の
美
作
市
中
心
部

か
ら
車
で
数
分
の
位
置
に
あ
る
。
千
二
百
年

以
上
昔
の
平
安
時
代
、
慈
覚
大
師
円
仁
法
師

が
水
辺
で
傷
を
癒
や
す
鷺
を
発
見
し
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　
泉
温
は
四
十
・
五
度
で
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

カ
ル
シ
ウ
ム
塩
化
物
泉
で
あ
る
。
皮
膚
炎
、

消
化
器
病
、
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
貧
血
症
、

婦
人
病
、
皮
膚
病
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
一
九
五
〇（
昭
和
二
十
五
）
年
に
、
元
京

都
帝
国
大
学
助
教
授
の
上
治
寅
次
郎
ら
が
県

な
ど
の
委
託
を
受
け
て
湯
郷
温
泉
の
泉
質
を

調
査
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
湯
郷
温
泉
は

窒
素
を
主
と
す
る
気
泡
を
多
量
に
含
有
す
る

「
起
泡
泉
」
の
一
つ
で
、
日
本
に
は
湯
郷
以
外

に
好
例
が
な
い
と
し
て
い
る
。
起
泡
泉
は
泡

が
入
浴
中
の
体
に
付
着
し
、温
泉
の
熱
を
ゆ
っ

く
り
と
伝
え
る
た
め
冷
め
に
く
い
。
ま
た
、

低
温
の
た
め
長
時
間
入
浴
で
き
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
湯
治
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
と
い
う
湯
郷
温
泉
だ
が
、
昭
和

四
十
年
代
ご
ろ
か
ら
は
、
高
速
道
路
を
使
っ

て
大
阪
か
ら
車
で
二
時
間
弱
と
い
う
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
を
生
か
し
、
社
員
旅
行
な
ど
団
体

旅
行
を
多
く
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
な
ど
の
娯
楽
施
設
が
立
ち
並

ぶ
よ
う
に
な
り
、
歓
楽
街
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
。
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
は
山

陽
新
幹
線
が
岡
山
ま
で
開
業
、
そ
し
て
一
九

八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
瀬
戸
大
橋
が
開

通
す
る
と
、
四
国
で
観
光
し
た
帰
り
に
立
ち

寄
る
客
な
ど
で
宿
泊
者
は
一
段
と
増
加
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
は
団
体
旅
行
が
減
っ
た
こ

と
で
、
宿
泊
客
も
減
少
。
歓
楽
街
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
湯
郷
で
は
、
時
代
の
変
化
に

対
応
す
べ
く
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関

わ
り
だ
。
美
作
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

と
縁
が
深
い
が
、
中
で
も
近
年
、
湯
郷
温
泉

の
名
前
を
全
国
に
知
ら
し
め
た
の
が
、
温
泉

街
か
ら
車
で
五
分
の
岡
山
県
美
作
ラ
グ
ビ
ー
・

サ
ッ
カ
ー
場
に
本
拠
地
を
置
く
女
子
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
岡
山
湯
郷
ベ
ル
」
で

あ
る
。
日
本
代
表
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
主
将
を
務
め
た
宮
間
あ
や
選
手
、
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
の
福
元
美
穂
選
手
ら
が
所
属
し
た
。

選
手
た
ち
は
普
段
、
湯
郷
近
隣
の
企
業
や
店

舗
で
働
い
て
い
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
温
か
い

応
援
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
来
シ
ー
ズ
ン
は

二
部
へ
の
降
格
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、

応
援
の
熱
意
は
衰
え
て
い
な
い
よ
う
だ
。
遠

方
か
ら
来
た
相
手
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、

観
戦
後
湯
郷
温
泉
に
泊
ま
る
こ
と
も
多
い
。

美
作
市
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
で
湯
の
ま
ち
」

と
し
て
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
あ
る
美
作
市
総
合

運
動
公
園
を
拠
点
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

誘
致
を
進
め
て
い
る
。

　
湯
郷
温
泉
で
最
近
人
気
を
集
め
て
い
る
の

が
「
雲
海
」
だ
。
温
泉
街
か
ら
車
で
約
八
分

の
大
山
展
望
台
か
ら
、
海
の
よ
う
に
広
が
っ

て
見
え
る
雲
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
発

生
す
る
の
は
主
に
十
月
か
ら
十
二
月
ご
ろ
ま

で
の
冷
え
込
ん
だ
朝
で
、
二
〇
一
六
（
平
成
二

十
八
）
年
十
一
月
に
は
十
三
回
も
発
生
し
た
。

早
く
消
え
る
日
も
あ
れ
ば
十
時
半
ご
ろ
ま
で

見
ら
れ
る
日
も
あ
り
、
九
月
や
一
、
二
月

は
発
生
す
る
日
も
あ
る
が
、
頻
度
が
下
が

る
。
朝
、
建
物
の
周
囲
や
山
の
上
が
霧
で

見
え
な
か
っ
た
り
す
る
日
に
は
、
雲
海
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。
大

山
展
望
台
は
温
泉
街
か
ら
近
く
、
展
望
台

駐
車
場
か
ら
は
平
坦
な
歩
道
で
、
高
齢
者

や
小
さ
な
子
ど
も
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
。

　
ま
た
最
近
で
は
カ
フ
ェ
や
テ
ィ
ー
ス
タ
ン

ド
な
ど
、
温
泉
街
に
女
性
向
け
の
店
が
増

え
て
い
る
。「
美
肌
の
湯
」
と
し
て
も
知
ら

れ
る
湯
郷
温
泉
で
は
、
女
性
客
の
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

女
将
の
会
で
は
、
温
泉
水
を
生
か
し
た
ミ

ス
ト
や
、
近
隣
の
美
作
農
園
の
い
ち
ご
と

蒜
山
高
原
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ミ
ル
ク
、
地
元

産
の
卵
な
ど
特
産
品
を
使
っ
た
「
湯
郷
美

人
い
ち
ご
ぷ
り
ん
」
な
ど
を
開
発
し
た
。

　
湯
郷
温
泉
に
は
お
も
ち
ゃ
を
テ
ー
マ
に
し

た
三
つ
の
博
物
館
、「
湯
郷
て
つ
ど
う
模
型
館

＆
レ
ト
ロ
お
も
ち
ゃ
館
」「
現
代
玩
具
博
物

館
・
オ
ル
ゴ
ー
ル
夢
館
」「
あ
の
日
の
お
も

ち
ゃ
箱
昭
和
館
」
が
あ
る
。
湯
郷
に
到
着
し

て
か
ら
夕
食
ま
で
の
間
に
こ
れ
ら
を
訪
れ
る

人
も
多
い
。
陶
芸
や
吹
き
ガ
ラ
ス
な
ど
の
手

づ
く
り
体
験
工
房
も
あ
り
、
家
族
連
れ
な
ら

母
親
が
手
づ
く
り
体
験
に
参
加
し
、
父
親
と

子
ど
も
が
鉄
道
模
型
を
見
た
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
し
み
方
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
二
月
、
湯

郷
温
泉
は
「
お
も
ち
ゃ
の
街
　
湯
郷
温
泉
」

を
宣
言
し
、
お
も
ち
ゃ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
展
覧
会
な
ど
を
行
う
「
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
や
、
智
頭
急
行
や
J
R
姫
新
線

の
車
内
で
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
「
お
も
ち
ゃ

列
車
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
周
辺
観
光
地
や
特
産
品
の
紹
介
な

ど
、
行
楽
施
設
と
の
連
携
強
化
に
力
を
入
れ
、

地
域
ぐ
る
み
で
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
予

定
だ
。

　
そ
の
一
例
と
し
て
、
周
辺
の
観
光
地
の

P
R
に
よ
っ
て
こ
の
エ
リ
ア
に
来
て
も
ら
い
、

宿
泊
し
て
も
ら
う
試
み
も
行
っ
て
い
る
。
周

辺
に
は
車
で
一
時
間
以
内
の
範
囲
に
、
農
業

公
園
「
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
　
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
や
宮
本
武
蔵
の

生
誕
地
「
武
蔵
の
里
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
が
あ
る
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
岡
山
ワ
イ

ナ
リ
ー
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
岡
山
工
場
な
ど
工

場
見
学
の
で
き
る
施
設
も
多
い
。
地
域
の
魅

力
を
生
か
し
た
多
様
な
楽
し
み
方
が
広
が
っ

て
い
き
そ
う
だ
。

千
二
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
美
肌
の
湯
と
し
て
も
知
ら
れ
る
湯
郷
温
泉
。

ス
ポ
ー
ツ
、
博
物
館
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
で

新
た
な
温
泉
地
像
を
築
き
上
げ
て
い
る
。

元湯の湯郷鷺温泉館　写真提供：湯郷温泉旅館協同組合

神
秘
的
な
眺
め
、
雲
海

周
辺
施
設
を
周
遊
し
て
温
泉
へ

歓
楽
街
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と

い
で
湯
の
ま
ち
へ

ゆ
の

ご
う

み
ま
さ
か

う
え 

じ

じ 

か
く
だ
い 

し 

え
ん
に
ん

さ
ぎ
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《
島
根
県
出
雲
市
》

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
出
雲
国
を
治
め
て
い
た
大

国
主
大
神
の
国
譲
り
と
引
き
換
え
に
建
て
ら
れ
た
壮
大
な
神
殿

が
、
出
雲
大
社
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
か
ら

始
ま
っ
た
六
十
年
ぶ
り
の
大
遷
宮
で
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え
な

ど
の
修
理
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　そ
の
様
式
は
大
社
造
と
呼
ば
れ
、
伊
勢
神
宮
に
代
表
さ
れ
る

神
明
造
や
住
吉
大
社
に
代
表
さ
れ
る
住
吉
造
と
と
も
に
神
社
建

築
様
式
の
源
流
と
さ
れ
る
。
奥
行
き
よ
り
も
幅
が
大
き
く
、
直

線
的
な
外
観
を
持
つ
神
明
造
に
対
し
、
大
社
造
は
九
本
の
柱
が

立
つ
田
の
字
形
の
平
面
で
、
屋
根
は
優
美
な
曲
線
を
持
つ
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

　現
本
殿
は
一
七
四
四
（
延
享
元
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

屋
根
は
山
形
の
形
状
を
し
た
切
妻
造
、
棟
と
直
角
の
面
に
入
り
口

を
持
つ
妻
入
り
で
、
田
の
字
形
の
平
面
の
中
央
に
は
直
径
一
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
心
御
柱
が
立
つ
。
ま
た
、
檜
皮
葺
き
の
屋
根
は
、

長
さ
百
二
十
一
セ
ン
チ
の
皮
を
九
ミ
リ
ず
つ
ず
ら
し
て
葺
く
た
め

重
な
る
部
分
が
多
く
、
二
十
セ
ン
チ
も
の
厚
さ
に
な
っ
て
い
る
。

　広
さ
、
床
の
高
さ
、
部
材
の
太
さ
な
ど
の
点
か
ら
、
神
社
建

築
と
し
て
は
わ
が
国
最
大
級
の
規
模
で
あ
る
が
、
史
料
や
伝
承
に

よ
れ
ば
、古
代
は
さ
ら
に
高
大
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。一
九
五
二（
昭

和
二
十
七
）
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

出
雲
大
社
本
殿

国
宝
の
旅
24

屋根に千木（ちぎ）と鰹木（かつおぎ）を持つ本殿

写真提供：島根県観光連盟
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